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5 万分の l 地質図幅
石 (弱II路一第65号)

説 ~刀日 三巨ヨ主

北海道立地下資源調査所

手口 田 信 彦*

EI司~ 橋 功
ー~**

渡 辺 "慎***

蟹 江 康 光****

まえがき

地質図幅「主石」は北海道立地下資源調査所費によって調査されたもので，

野外調査は昭和52 (1977)年から昭和56 (1981)年にかけて実施された.野外調査

に当たっては，本地域北東半部の主に日高累層群(岩清水層)および火成岩類・

変成岩類については渡辺が，新第三系・第四系については和田・高橋が分担し

た.白亜系については蟹江が分担し高橋が補足を行った.

調査・研究にあたり，白亜系の有孔虫化石を米谷盛寿郎博士(石油資源開発

(槻)に，放散虫は竹谷陽二郎博士(福島県立博物館)に，砂岩は宮田雄」郎博士

(地質調査所)にそれぞれ同定していただき，ご教示を受けた.新第三系の珪藻

化石については，小村精一博士(ジオサイエンス(槻)に分析・同定いただいた.

地質調査の一部を内山幸二氏に担当していただいた.

取りまとめにあたり，山岸宏光博士(北海道立地下資源調査所環境地質部長)・

鈴木守博士:(ユニオンコンサルタント(楠)・利光誠一博士(地質調査所)・酒井

彰氏(地質調査所)・嵯峨山積氏(北海道立地下資源調査所)・川口通世氏(ジオ

サイエンス(槻)・岩崎孝明氏(ジオサイエンス(楠)にご討論いただいた.

現地調査に当たっては，浦河営林署・日高支庁・浦河林務署・三石町役場・

浦河町役場の方々に様々な便宜を図っていただいた.

以上の方々に厚くお礼申し上げる次第である.

*Tc北海道技術吏員(現ジオサイエンス(附) 村;t北海道技術吏員(現和光技研(柑)

***北海道大学理学部 ****横須賀市自然博物館

~1~



I 地形

「三石図幅J 地域は，北海道中央南部の東経142°30' -142ー45'，北緯 42°10'

-42°20' の範囲にある.北海道の脊梁を造る日高山脈の南西麓に位置し延長

120km におよぶ太平洋に臨む海岸線と接する地域である.

接峰面(第 1 図)や鳥撒図(第 2 図)にみられる地形的特徴から，内陸部の山地

域と海岸線との問の丘陵地域に大きく 2 区分できる.北海道の地形を大局的に

灰分した瀬川(1 974) によると，前者は日高山地本体 (4a) に，後者は日高山地

海岸段丘 (4b) にあたる(第 2 図).

両地形は，布辻川上流のゴルフ場附近から売舞川流域の稲見附近を通る，海

岸線にほぼ平行な西北西一東南東の標高 200m の接峰面等高線で、明瞭に境され

る. しかし図幅東部の売舞川左岸や元浦川流域では両地形の境界部は不鮮明

となり，低平ではあるが南北方向の地形を示す.この地形的特徴は構成地質と

よく対応しており，山地域は火山岩類と火山性堆積岩類を主体とする中生代の，

丘陵地域は主として新第三紀の堆積岩で構成されており，低平で南北方向の地

形を示す東部地域は白亜紀の堆積岩類からなっている.

内陸部の山地域では，標高 200~700m で;~t 方へ漸次高さが増大し北~北東方

にある日高山脈へ連なる.比較的急峻な山地で，河谷はやや深く刻まれ，図幅

内では南横山 (655.5m) や724m の峰など突出した山稜が存在している.

海岸線との聞の丘陵地域は，海岸線から内陸に 8 ~10km の幅にあり，布辻川

流域では宮本の沢川，三石川流域では富沢，売舞川流域では歌笛・稲見，元浦

川流域では姉茶まで包括される.これらは標高 60~150m の低平で開折の進ん

だ丘陵地が特徴的である.丘陵はー般に海岸線と直接接している場合が多く，

比高 30~40m の急崖になっている.

布辻川 亮舞川聞の丘陵地域には，海岸線に平行して西北西 東南東に延び

る標高 150~200m の比較的高い丘陵が 2 列認められる.海岸に近い列は，布辻
はうらい てんくやま

川流域の春立から三石川流域の東蓬莱まで，天狗山 (203.3m) を含む標高 150~

200m の丘陵で，新第三紀の礁岩を主体とした組粒岩相で構成される.もう一
こしはた けりまい ぐんかんやま

つの列は，布辻川流域の西端から亮舞川流域の売舞まで，軍艦山C1 93.6m) や

三石町西端東南の 229m 山などを含む標高 200~230m で，幅 300~500m の丘陵

2



地域内ではやや急峻な帯状地形である.蛇紋岩およびそれに伴われる変成岩類

で構成されており，地質構造上の特徴から[蓬莱山地塁帯J (新称)と命名する.

蓬莱山地塁帯と山地域の聞には，標高150m以下のなだらかな丘陵地が広がって

いる.

図幅内の主要河川は，海岸線および平行する山地・丘陵の延長方向とほぼ直

交して北北東から南南西方向に流下し太平洋に注いでいる.北西からシュンベ

ツ川・布辻) II ・三石川|・売舞川・元浦川・絵笛川などがある.

段丘地形は，三石川流域の豊岡・富沢付近に標高20~40mおよび、60mの 2 段，

三石川・売舞川・元浦川河口附近にも標高20~40m前後の平坦な段丘地形が発達

太平洋

。 5km

第 1 図 接峰面図(谷埋め法による)
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する.また，布辻)II~三石川間の海岸域には比高80m程度の段丘地形が認められる.

沖積低地は主要河川が山地から丘陵地域に入ると流域に幅広く分布している.

特に三石川の福畑・蓬栄附近および河口の東蓬莱附近，売舞川や元浦川の下流

部では広い平坦地を形成し，一一部に泥炭層も分布している.海岸線では，主要

河川の河口付近を除き丘陵と急崖で接するため海岸低地は発達しない.

II 地質概説

本地域は北海道における地質構造区分の北海道中央部に位置する(日本

の地質『北海道地方』編集委員会編， 1990). そして，北海道中軸部の

西縁を占める構造帯である神居古揮帯の南端にあたる.北海道の中・古生界の

分布では空知一エゾ帯(Kiminami andKontani , 1983) に相当し新第三系の

分布からみた地質構造区分では 天北一羽幌 日高地域の日高海岸地域内にあ

る(第 3 図:日本の地質『北海道地方』編集委員会編， 1990). 本地域に分布す

る地質の総合層序を第 1 表に，隣接図幅地域も含めた地質分布総括図を第 4 図

に示す.

本地域の地質を概観すると，大局的には北部~東部の山地に空知一エゾ

帯に属する上部ジュラ紀~白亜紀の中生界が分布し，北西部~中央部の

丘陵域に海岸線とほぼ平行に新第三系が広く分布する.中生界は，下位より日
いわしみず えぞ

高累層群*のジュラ紀~前期白亜紀の岩清水層および白亜紀蝦夷累層群の

中部蝦夷層群・上部蝦夷層群からなる.新第三系は中新世・鮮新世の諸地層で

ある.これらをおおって，第四紀の段丘堆積物が主要河川沿いや海岸沿いに分

布する.
のや

日高累層群の岩清水層は北に隣接する「農屋図幅J(松下・鈴木， 1962) から

連続しておもに布辻川最上流部から亮舞川中流部右岸にかけてその南端部が分

本 日高累層群(長谷川ほか 1961)は 北海道中央部の蝦夷累層群の下位に分布する

地層の総称で， 下位より中ノ川・神威・空知の 3 層群に区分されていた.その後，
3 層群の区分と累重関係が否定され，“日高累層群'の名称は日高帯に分布する中

生界に限定されるとの見解が示されている(例 君波ほか， 1985). 本図幅では， 3
層群の区分・累重関係にかかわらず，北海道中央部に分布する蝦夷累層群より下位

の中・古生界の総称名として“日高累層群"を，地層名として岩清水層(鈴木ほか，

1961)を用いる.
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第 1 表地質総括表

時代|層 序|記号|層 厚|岩村i 及び岩質 その他

措置糾積 :1 '"31---[…
段口一堆積物III 及び砂

更

四

新 1 段丘堆積物 II I t2 I

r-cし1 世
|傑及び砂段丘堆積物 I I t1

新 11|一層 I Sb ネJZLAil-IH
Sn2

第|中静アザ内ミ沢層層 |hl

三|新 I Az I 的O~1000m I 砂岩・泥岩の正層・傑岩

山

石

川

作

J
レ
u

r

N

H

叱

;

・状

岩

塊

蝶
h

m

m州
ω

制
加

2

1

k

k
N
N

層西
世紀 ← r+1 性~酸性火山活動

I: ロニエム岩(刊
モンチカイ卜(1'.1 0)

の貫人

320~580m I シル卜岩似凶ドう II :イ irf 体の上昇
20¥200m I シル卜岩.砂岩を伴う111j::::

吋[絵笛層 i m
紀|咋ト~-j

揺は笛!冒 lUI:

450m 粘 tff. 砂行・礁17 を II

|伴う I'
230~500m I 粘I:岩及び砂 {'h Ie 先々 :1 '

層 |i

150~330m 砂岩泥制:層及び肘引(蛇紋岩(Sp) のill 人
200~800m I 粘I:岩及び砂岩泥む~ fI:

|層 II

100~ 却Om I 砂お尽く J平岩 (
2削~450'm I 粘土宕 II
3∞~lOOO'm I 泥持.砂岩及び酸性凝 II

I f;厚岩挟在 |←問委性火山活動
300'm~420 十 ml 砂石 !

1 凝灰岩 II
スヒライト質角傑'i U ， II

謹本安吉号 1 卜 II 塩基性火山活動
枕状溶干;
チャ ト

ジュラ紀|呈| |13
前期|累、|岩清水層 T 明
白亜紀|聾 1 iij
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北海道中央部

太平 1

新第三系からみた北海道地質構造区分

布する.おもに凝灰岩・スビライト質角喋岩・枕状溶岩・塊状スビライトなど

の緑色岩類で構成され，一部に粘板岩(泥質片岩)・チャートを伴う.また，

藍閃石・クロス閃石・リーベック閃石などの鉱物を含有する青色片岩や緑色片

岩(準片岩)も岩体中に認められる.本地域から化石の報告はないが，他

地区の同層準からは層孔虫・石灰藻など後期ジュラ紀の鳥ノ巣型化石群集

(高橋・鈴木， 1978)や前期白亜紀の放散虫化石(渡辺ほか， 1981)の産出が知ら

れている

岩清水層には蛇紋岩とトロニエム岩が貫入している.蛇紋岩は北部の(農屋
みやみよこやま

図幅」域から連なる南横山の岩体のほか，売舞川中流部の清瀬で、小岩体が認め

られる. トロニエム岩は布辻川最上流部に分布し， r農屋図幅J 内から南に延

びる比較的大きな岩体である.

布辻川流域の西端から売舞川流域の売舞までの海岸線に平行な「蓬莱山地塁

帯J は，大半は蛇紋岩で構成されている.一部に縞状角閃岩やザクロ石角閃岩

-7-



の岩体を包含している.“神居古i軍帯"に属する岩石で， この構成岩体を「三

石岩体J (新称，石橋(1939) の「蓬莱山変質岩帯J) と呼ぶ.周辺の新第三系と

は断層関係にある.

白亜紀の蝦夷累層群は，北北西一南南東の摺曲構造をつくりながら，売舞

川中流部左岸から元浦川河口域まで分布し，東に隣接する「西舎図幅」

(酒井・蟹江， 1986) に連続する.海岸部では海岸線にほぼ平行な西北西

東南東の構造方向を取り，中部蝦夷層群・上部蝦夷層群からなる.図幅地域に

は，北東隣の「神威岳図幅J(長谷川・酒匂， 1958)から東隣の「西舎図幅」に

分布する下部蝦夷層群，および同層群とは整合で下位に位置する空知層群

上部のニタラチ層は分布していない.下位の岩清水層とはすべて断層関係

にある.

下部蝦夷層群と空知層群最上部のニタラチ層は，北東隣の「神威岳図幅」と

西隣の「西舎図幅」地域で蝦夷累層群の東~北東縁に沿って狭長に分布し

ている(蟹江ほか， 1981).層厚 170m以上の粘土岩・珪質凝灰岩・酸性

凝灰岩からなるニタラチ層は放散虫化石からオーテリビアン (Taketani and

Kanie ， 1992) である.ニタラチ層に整合に重なる下部蝦夷層群は，下部の

砂岩からなるツケナイ層と上部の粘土岩・砂岩からなるベッチャリ層で，

層厚は 330m で、ある.本層群は放散虫化石と岩相対比からパレミアン~前期ア

ルビアン(蟹江・竹谷， 1988; 竹谷・蟹江， 1988;TaketaniandKanie ,1992)

である.

中部蝦夷層群は下位より歌笛層・絵笛層に区分される.歌笛層は「西舎図幅」

地域で，下部蝦夷層群のツケナイ層から整合漸移する.歌笛層は，下部の砂岩，

中部の酸性凝灰岩を挟む泥岩および砂岩泥岩互層，上部の粘土岩からなるが，

地域による層相変化が著しい.絵笛層は下部が砂岩・礁岩，中・上部が粘土岩

および砂岩泥岩互層からなり，中部蝦夷層群中では比較的粗粒堆積物で構成さ

れている.本層群から軟体動物化石と微化石を散点的に産出する.地質時代は

上部アルビアン~チユーロ二アンである.

上部蝦夷層群は下位より浦河層と乳呑川層に区分される.下位の絵笛層と整

合漸移する.大部分は粘土岩からシルト岩の細粒堆積物で構成される.浦河層

は一部地域で砂岩泥岩互層や礁岩を伴うが，主体は粘土岩である.乳呑川層は

- 8



Nt-Os; ニタラチーオショロベツ衝上断層，

Mt; 三石断層， Sm; 様似断層，

Hr; 蓬莱山地累帯

〔神威岳図幅J 42ｷ20'

〔西舎図幅〕

、

山

守

。

N
守
F

口第四系

巳ヨ瞬別層

昌静内層

日刊ミ三沢層

雪劃|日臼層

自函測層群

雲Eヨ上部蝦夷層群

!1~ 中部開群
田下部蝦夷層群

10-

「三石図幅J 及び周辺の地質略図
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シルト岩を主体とし砂岩を伴う.浦河層にはモンチカイ卜の小岩脈の貫入が見

られる.本層群から軟体動物化石を多産し時代はコニアシアン~カンパ二ア

ンを示す.

本地域には分布しないが，南東隣の i 浦河図幅戸地域では上部蝦夷層群を整

合に覆ってマーストリヒチアンの凝灰質シルト岩~砂岩からなる函沸l層群が分

布している.

新第三系は，西に隣接する「春立(東静内)図幅 J (佐藤・山口， 1960)および

「農屋図幅」の南西部から連続して，岩清水層分布域の南側に海岸線とほぼ平

行な北西一南東方向に分布する.蓬莱山地塁帯の南側に接し西側の「春立図幅 i

まで連なる三石断層(湊・浦野， 1950) を境に，新第三紀の分布域が南北に 2 分

され，それぞれ構造や層相が異なる. 下位から中新世の西川層・アザミ沢層・
しゅんべつ

静内層がそれぞれ整合関係で累重しその上位に鮮新世の舜別層が不整合に重

なる

西川層は基底部の礁岩・砂岩と主部の塊状泥岩からなる.下位の日高累層群

の岩清水層および蝦夷累層群との関係は大部分で断層であるが，図幅北部域で

は基底部の礁岩・砂岩層が岩清水層の上位に不整合で重なっている.アザミ沢

層は喋岩を伴う砂岩泥岩互層のタービダイ卜であるが，地塁帯北部はやや細粒

な層相となり喋岩が局所的に分布する.静内層は下部の硬質頁岩相と上部の凝

灰質塊状シルト岩相に 2 分される. しかし上部の層相は地塁帯北部に限られ

る.地塁帯の南部域には音江向斜(佐藤・山口， 1960) ，北部域には蓬栄背斜

(新称)などの，北西一南東方向の軸をもっ摺曲構造が発達する.西川層基底部

に貝化石を多産するほか珪藻化石が各層に見出され，化石年代は前期中新世後

期から後期中新世にまたがる.

三石断層の北部に分布する舜別層は，礁岩を主体とした粗粒岩相で， Forｭ

tipectentα初加 shii の産出が報告されている(竹内・三本杉， 1938) ことから鮮

新世に対比される.

第四系は，三石川・亮舞川・元浦川流域および海岸沿いに発達する 3 段の段

*蟹 iI ・洞井により地質調査所で印刷準備中.
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丘堆積物と，河川沿いや一部の海岸の沖積平坦面を構成する沖積層である.

中 生 界

III. 1 日高累層群

III. 1. 1 岩清水層

命名-鈴木ほか(1961)

この地層は図幅北方から南東方へ連続する.北に隣接する農屋図幅を経て，

その南端部は図幅北部の布辻川最上流部から亮舞川中流部右岸にかけて分布し

ている.塩基性火山岩および同質火山性砕屑堆積岩類を主体に，微量の非火山

性堆積岩類から構成される.岩相から，塊状スピライト質溶岩・同質枕状溶岩・

同質角喋岩(泥質堆積岩を伴なう)・同質凝灰岩およびチャートに区分される.

チャートを除く他の火山性岩類の相互の関係は時空ともに指交的漸移関係を

示し明瞭な地層境界をつけ難い.

塊状スピライ卜質溶岩(第 5 図)

売舞川上流の川上附近に分布する.

一般に帯緑灰色，ときに赤褐色の塊状轍密で，次項にのべる枕状溶岩・角喋

岩・凝灰岩に上下・水平的にも指交ないし漸移関係を示している. しかしそ

の空間的配置を留意して観察すると，火山活動の中心的部分には塊状スピライ

卜質溶岩が配置され，その側方や上位に枕状溶岩，さらにその外周に同質角礁

岩・凝灰岩が分布するという火山活動の一つのパターンを認めることができる.

その規模はおおよそ径数 10~ 数100m ユニットと概算される.

第 5 図

塊状スピライト質溶岩の露頭写真

(三石川支流ウツマ川中流附近)
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鏡下では非品質(aphanitic)，顕品質 (phaneritic) のもの，杏仁状 (amygdaIoida l) ,

ヴァリオリティック (variolitic) ~スピリティック組織(Amstutz ， 1974) ，オ

フティック~サブオフティック~ハイアロオフティック組織を示す輝緑岩質

(diabasic) のもの，同質斑品質のものなど多様なものが認められる.これらの

岩相のいずれも，斜長石(とくに石基部の短冊状~針状斜長石)は強弱の程度の

違いはあってもアルバイト化をこうむっているのが特徴的である.ガラス部は

強弱さまざまの程度に緑泥石化(しばしば緑泥石一アルバイトの鉱物組合せ相

を伴う)している.その代表的なものについて，次に記載する.

鏡下で寡斑品組織を呈し，石基はハイアロオフティック組織を示す.斑品は

1mm内外で、自形卓状の斜長石のみからなる.外形を残存したまま微細なアルバ

イト集合に置換されている.石基はガラス， O.2mm以下の短問状斜長石および

O.05mm以下の単斜輝石よりなる.ガラスおよび輝石はすべて淡緑色緑泥石に変

質し，また斜長石は短冊形をほぼ残存したままアルバイト集合に置換されてい

る(第 6 図).

第 6 図

塊状スピライト質溶岩の顕微鏡写真

Ch: 石基ガラスをほぼ完全に置換

した緑泥石， PI: 短問状斜長石(外

形を残存したままアルバイト集合に

置換)

第 7 図

スピライト質枕状溶岩の露頭写真

(三石川支流ウツマ川中流付近)

- 13



スピライ卜質枕状溶岩(第 7 図)
さ〈ばいがわ

売舞川支流の咲梅川西側尾根部および図幅中央北部の南横山を中心にこの

地層中でもっとも広い分布を示す.

上記した塊状スピライト質溶岩に近接して径数10em大，ときに1m大の枕状

を呈する溶岩が発達している(第 7 図).その岩質も上記の塊状スピライト質溶

岩と同様に変化に富み 上位および側方変化も火山性角礁岩や凝灰岩に指交・

漸移している.一つの枕状部分を観察すれば外縁部に数mm~数emの厚さでいわ

ゆる急冷相が発達し，最外殻表面には cooling erack が良く発達している. し

ばしば枕中核部から放射状の節理が発達している.互いの枕状部の基質部分は

同質岩片やハイアロクラスト，泥岩質凝灰岩や珪質凝灰岩などで充填されてい

る.

急冷相を鏡下で観察すれば一般的にヴァリオリティック，杏仁状，微細粒ハ

イアロオフティック組織(第 8 図)などを示し，ときに非品質 (aphanitic) 組織

を示す.短冊状斜長石はほぼ完全にアルバイト集合に置換している.ガラスは

多くの場合，緑泥石化している.アルバイト一方解石細脈がしばしば発達する.

スピライト質角礁岩(泥質堆積岩をともなう)

売舞川支流久遠川上流部，円山付近，三石川中流シカルベ山付近に広く分布

する.

上記した塊状スピライト質溶岩および同質枕状溶岩と同様に，多様な岩質の

数em~数10em火山岩片(火山性屑砕岩)の密雑集合で，ほとんど無層理である

(第 9 図).大局的にみれば溶岩の周縁部に広く分布している.ときに泥岩，チャー

トの薄層と互層する.

第 8 図

枕状溶岩の枕最外殻急冷相の顕微鏡

写真

Pi:短冊状斜長石(外形を残存した
ままほぼ完全にアルバイト集合に置

換)， Ch: 石基ガラス(ほぼ完全に

緑泥石化)， Ab-Ca: アルバイト

一方解石細脈
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鏡下では既述したような多様な岩質片を含むが，その代表的なものを次に記

載する(第10図).一般にヴァリオリティック~ハイアロサブオフティック組織

を示す.岩片の中にはインターグラニュヲー~インターサータル組織を示す玄

武岩質のものも稀に散見される.短冊状斜長石(アルバイト化)と寄木細工状組

織~ヴァリオリティック組織を示す針状斜方輝石が量的に多く，半白形の単斜

輝石を少量伴なう.その聞を充填するガラスは黄緑色緑泥石に置換されている.

スピライ卜質凝灰岩

スピライト質~輝緑岩質の細粒凝灰岩が亮舞川支流久遠川上流域一三石川中

流左岸山地に広く分布する.すなわち，大局的にみれば岩清水層上部に優勢的

に発達しているといえる.灰緑色細粒で層理が明瞭に発達する. しばしばチャー

卜や泥質岩の薄層を挟在する.

チャート

三石川中流トミ沢からテン場の沢 (I農屋図幅」境界)にかけての地域および
きょせ

亮舞川中流清瀬付近のきわめて限定された地域に小規模に発達する.白色およ

び赤褐色のものがあり，一般にlOeillオーダーで互層する層厚数mのもので，微

第 9 図

スビライト質角礁岩の露頭写真

(三石川富沢部落上流部)

第10図

スピライト質角礁岩の角瞭岩片の顕

微鏡写真

PI:短冊状斜長石(アルバイト化) ,
Cpx: 単斜輝石， Opx: 斜方輝石，

G: ガラス(緑泥石化)， Pr-Ca:
ブド一石一方解石細脈

15-



摺曲が著しい.珪質泥岩，スピライト質火砕岩に伴われる.

岩石名(スピライト)の用語について

本図幅で、岩清水層の緑色岩の岩質についてスピライトおよびスピライト質と

いう名称を使用したのは次の理由による.

① 既述のように本層を構成する塩基性火成岩および同質砕屑堆積岩は鏡下観

察によれば非質品~顕品質の幅広い岩相にわたり，またその鏡下組織も杏仁

状，ヴァリオリティック~スピリティック組織を示すものや，オフティック

~サブオフティック~ハイアロオフティック組織を示す輝緑岩質のもの，同

質斑品質ものなど多様なものが認められるのに対し，インターグラニュラー

~インターサータル組織を示す玄武岩質のものはごく稀に産出するのみであ

る.

② 斜長石斑品のみならず石基を構成する短冊状斜長石は多くの場合，ほぼ完

全にアルバイト化している.化学組成変化を検討すればこの場合，ソーダの

増加が認められる.

③ 石基ガラスは多くの場合，ほぼ完全に緑泥石化し，あるいは緑泥石ーアル

バイトの鉱物組合せに交代置換している.この脱ハリ化(devitrification) と

もいうべき変質作用によって Si02 は総体的に減少し逆に MgO+ FeO 十

Fe203 の総量は増加している.

以上①，②，③にみられる岩石組織・変質状態・化学組成変化の諸特徴から，

岩清水層の火山岩類を総合的にみれば，いわゆるスピライトーケラ卜ファイヤ一

系列に属する岩石ということができょう.スピライトについては Amstutz

(1974) や鈴木(1977) が詳しく記述している.本図幅では以上の点に留意して，

スピライトの岩石名を採用した.

近年，北海道中軸帯や常呂帯での緑色岩類の研究ではほとんどすべてといっ

ていいほど，この種の火山岩類を「玄武岩」あるいは「玄武岩質岩」として取

り扱っており，また世界的潮流にもなっていると思われる. しかしながら，ス

ピライト(あるいは輝緑岩)と玄武岩(あるいは玄武岩質岩)とはあきらかに異な

るものであり，岩石学(岩石組織学)的に指摘①の点からも厳密に区別・峻別さ

れ記載されるべきであろう.化学分析手段の格段の改良により多量の分析デー

タの蓄積がなされるのは学問の進歩にとって喜ばしいことではあるが，岩石組

16-



織の検討なしに緑色岩類を化学組成上の検討のみで「玄武岩」とするのには問

題があり，上述した指摘点とくに②，③の現象を見落としているのではないで

のろうか.

III. 1. 2 岩清水層の地質年代

本図幅地域から化石の産出はない.模式地のある北部の「イドンナップ図幅」

(鈴木ほか， 1961)内で，この地層と下位にあるイドンナップ層のチャートから

白亜紀前期を示す放散虫化石(渡辺ほか， 1981)が報告されている.また，さら

に北方の(日高図幅J (高橋ほか， 1986)地域で，本層に対比されている沙流川

層から後期ジュラ紀の烏ノ巣石灰岩の化石群集に類似した群集が報告されてい

る.上記のことから岩清水層の地質時代は後期ジュラ紀から前期白亜紀にわた

る可能性が強い.

III. 2 蝦夷累層群

日高沿岸地域の白亜系は 下位から下部蝦夷層群 中部蝦夷層群，上部蝦夷

層群及び函淵層群からなる. r三石図幅 l 地域では，このうち最下部の下部蝦

夷層群と最上部の函淵層群は分布しない.

「三石凶幅」地域と東隣の「西舎図幅!及び南東隣の「浦河図幅」両地域を

含めた浦河地方は，白亜紀軟体動物化石を多産することで著名であって， 占く

は Yokoyama(1890) 及び Jimbo (l 894) が海岸地域産化石の記載を行った.層

序については伊木 0911a ， b) の報告があり， Yabe (l 927) は当地方の上部白亜

系を浦河統の模式地に設定した.その後，竹内・三本杉 (1938) により 10 万分の

l 地質図幅「浦河」が刊行された. Matsumoto0942 , 1943) は上部白亜系の

詳細な化石層序と地質図を示した. Takayanagi(960) は Matsumoto の地質

図に基づいて浦河地方の上部白亜紀の有孔虫化石層序を 3 帯に区分した.蟹江

(1966) は軟体動物化石の産出に基づいて，チュ一口二アンからマーストリヒチ

アンの化石層序と地質図を示した.中・下部白亜系については浦野(1957) の地

質図がある.その後，これらの地質図に基づいた有孔虫化石層序 (Maiya and

Takayanagi , 1977) と放散虫化石層序 (Taketani ， 1982) が確立され，浦河地

域蝦夷累層群の化石年代の精度は，著しく向上した.それらを基礎として，東
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第 2 表 「三石図幅」及び周辺図幅 (1西舎J 1浦河J)地域の白亜系総括表

ドー・4

αコ

時代 地層区分
石 図 幅 西 盆Eコと 図 幅 ;甫 河 図 幅

歌笛フ口 y ク j甫河フロック 歌笛ブロ y ク 浦河ブロック 機似ブロ y ク j構河フロ y ク 様似フロック

7ストチヒ7リJ7前 函型群 幌別層 H2

IIIIII
250+ m

ト一一一一一一 .
H I 350+ s

[u5~
120+ m.s I m.s

カ 上 事L
/0-355 ~一 s一一一一

〆 i量

~i
300-400m I: m

部 呑
It ノ/日~日 s.a.c III

一中 蝦 !II

七三 m.sI 5ハ00 m

ア ノ---75 5

d〆 前
夷

層
U2ba

40-m
120-200m.s

/に200m. S.C
200 m 50+ m

守|一己之7と了ー
層 ,

浦 Ulab m.s.a.c 440m.a
π1

群 ，可 /0-85.C
コニア

層 230-500m.a 内vぺ“匂寸40m.s.aIシアン U 0 700十 a 庁1 m

ロニア亡μ一ア笠旦歪前中 中 絵
M4 a 150-330~: ~ぃ s.c 250+ m.s.al

部 箇 M3 π1 ' m 200-800m.s.a m.s.a I 200+ m.a I

鍛
層 100-200m.s.dI:

実 M2 s s.c 150+ c

マ7E2ア《JルFプレ百轟チ後ミ
層

敵笛膚
c 450+ m ・: 450+m.a 3m0o0~~2認0O0msasc1l I I 計

群 M I_b1000+ m, 5 ,a II: 700-700+m ", 600 十 m. s.a

a 200+ 5 ・ 420+ 5 .300+ m.s.aII 400 400 s

下部蝦群夷層
ベチノリ リ層ャ L 2 200 m 150十 m 300 s 300 s

アン
芋Y イ膚 LI 50 a 20-200+S 300+ s s

オテlアビリン 空知層群
ニ肩 Nt2 60 m.s.a 60 円1

ヲラチ
110+ mNt I 100十 m

日高察層群 岩清水層 ナイ沢層 ナイ沢層 ナイ沢層 ナイ沢層

物
虫
虫

柑
孔
散

軟
有
放

m 泥岩

S 砂岩

a 砂岩.~，尼岩互層

C 機岩

数字は地層の厚さ (m)
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第11 図

「三石図幅」及び周辺図幅 (I~西舎J I浦河J)地域の白亜系柱状図及び

軟体動物・有孔虫・放散虫産出層準

空知層群・蝦夷累層群の地質柱状凶及び軟体動物・有子L;H，・放散虫化石産日l

層準，有孔虫は Maiya andTakayanagi(1977)，放散虫は Taketani (1 982) に

よる.

Nt: 空知層群. LI-L2: ド部蝦夷層群， MI-M4: 中部蝦夷層群， UO-U5:1:
部蝦夷層群， HI-H2:[ 遍梯 l層群 . Nh: 人Teohibolites cf.styloides , Cy:ι'y，nat(X'eras
cf.sα 灼Lanum ， Dl:Desmocerascf.Latidorsatum , Mk:Mortonicerascf. たiliani ，

Al:A αnαgaudryceras limatum , Py:PLesi りtexanites yezoensis , Ph:Pachjydiscus
hid. α初日間 ~·s ， Ah:A ρiotri r.; onia hetonai αnα ， Ic :bω ceramus costatus , Ihι1じ:lnη1(ぽχeraαωmη川u附S

h伽fυJbル似y吃げetωse，飢F凡附川Lおω守d山iおs ， 1此t:ゴl.t的eωS坊hieυ仰)(!)ω悦;s ， Iu:ゴl.t附4α似u仰:a.仰ZηψjimeJ仰飢仰1ねおSI仏i.

or例炉れi陀eω仰?ηばItαaliおs ， Son:S.orientarisnar.;aoi , Soo:S.(Jrient αlis ori 仰talis ， Ss:5.schmidti ,
Ish:lnoc・eramusshikotanensis
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隣の「西舎図幅」地域白亜系の地質図が，酒井・蟹江(1986) によってまとめら

れた.

蝦夷累層群は 3 地域にブロック化されて分布する.酒井・蟹江(1986) は，

元浦川断層から北西側の白亜系を歌笛ブロック，その南東で日高幌別断層まで

を浦河ブロック，さらにその東側で様似断層までを様似ブロックと呼んだ.周

辺図幅地域を含めた蝦夷累層群の分布と新第三系を含めた地質構造を第 3 図に，

各ブロック内の白亜系地質総括表を第 2 表に，また地質柱状図を第11図に示し

た.本図幅中の大型化石産出地点を第12図に示した.

III. 2. 1 中部蝦夷層群

本層群は下位の下部蝦夷層群ベッチャリ層 (I西舎図幅J ;酒井・蟹江， 1986)

を整合に覆い，産出化石(第 11 図，第 3 表)からその時代は中部アルビアン~チユ

ーロニアンにわたる層厚 1650m 以上の海成堆積物で、ある.歌笛層 (MIa ， Mlb ,

Mlc) と絵笛層 (M2 ， M3 , M4) に 2 分される.

III. 2. 1. 1 歌笛層

命名:酒井・蟹江( 1986)

下位の下部蝦夷層群のベッチャリ層を整合に覆い，上位の中部蝦夷層群絵笛

層に整合漸移する.層厚は 1600m 以上で、あり，地域により層厚変化とともに層

相変化も激しい.岩相の違いにより，下部から MIa ， Mlb , Mlc の 3 部層に

分けられる. MIa 部層は主に砂岩， Mlb 部層は泥岩・砂岩及び砂岩泥岩互層，

Mlc 部層は主に粘土岩よりなる.本層の模式地は三石町歌笛集落北西のポン

ルベシベ川流域にある.本層の分布は，模式地から南東方へ「西舎図幅」内の

庵舞川支流の高津川・元浦川中流・向別川上流(同川支流の高津川ならびにメ

ナブ卜川)・鵜苫川上流に分布する.層厚は， MIa 部層が300~420m ， Mlb

部層が 300~1000m\Mlc 部層が 200~450m+ である.泥質岩からアンモナイ

ト・イノセラムスなどの軟体動物化石を稀に産し， MIa ・ Mlb 部層は中~上

部アルビアン， Mlc 部層は下部セノマニアンの堆積物とみなされる.

M1a 部層

主として砂岩からなるが，地域によって泥岩を挟む砂岩泥岩互層となる.砂

20



万
三「
ー

に
dの

び
。

行
よ
る

発
お
あ

院
ー
ー
で

理
屋
の

地
農
も

士
「
た

同
図
し

は
形
用

図
地
使

地

1
を

の
の
|

こ
分
一
七

第12図

「三石図幅」蝦夷累層群大形化石採取地

点 (I 農屋図幅」を含む)

岩を構成する粒子はチャ 卜，火山

砕屑物の岩片に富む.砂岩の固結度

は下部蝦夷層群の砂岩と比較して弱

い.下位の下部蝦夷層群ベッチャリ

層との層序関係は， r西舎図幅J 地

域のナイ川入り口とその北方のモモ

ナイ林道で観察できる.ナイ川入り

口ではベッチャリ層最上部の粘土岩

と MIa 部層最下部の砂岩泥岩互層

は整合漸移しモモナイ林道では，

粘土岩(ベッチャリ層)は泥質基質の

砂礁岩 (MIa部層)に漸移し，その

上位は MIa 部層の主部に相当する

砂岩になる.

本部層は岩相・層厚が激しく変化

する.

ポンルベシべ川上流:中~粗粒の

塊状凝灰質砂岩で泥岩片を含む.砂

岩の構成粒子の大半が岩片であり，

無色鉱物片としては斜長石，石英が

多い.層厚は200m以上で、ある.

長l詰川支流松本沢:塊状細粒砂岩

で，岩片は34~70%をしめる.無色

鉱物片は小量の斜長石と石英が含ま

れる.層厚は100m以下で、ある.

歌笛市街:植物片を含む塊状細粒

凝灰質砂岩で，稀に含まれるノジュー

ルから二枚貝片と巻貝片を産した.
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第 3 表 中部蝦夷層群産大型化石リスト

Species MIa Mlb Mlc M2 M3
ECHINOlDEA

Echinoid 1163*
IN 仁>C ERA 孔rIlD AE

BirastrinanipjJonicaNagao&Matumoto 1002
Mytilaideslabiatus(Schlotheim) 1015p
Inoceramidaegen.etsp.indet. 336

GASTROPODA
Serrilusustuberculatus(Nagao) 1043
Gastropodagen.etsp.indet. 1055

BELE 孔iNIT lD A

NeahibalitesstylaidesRenngarten (1055)

NAUTILlDA
Cymatocerassa 初lavanum Collignon (1092)

AM 乱rI ONIT lD A

Gaudryceratidaegen.etsp.indet. ∞3
Desl1'Wceras(D.)latidorsatum(Michelin) 1043
Desmocerassp. 336
Mortoniceras(Cantabrigites)sp. 1043

p 転石 ( ):cf. *:農犀図幅，産地番号の前の“ U"は省略してある.

M1b 部層

主に泥岩からなる.本部層は層相が激しく変化し浦河ブロックでは泥岩・

砂岩及び砂岩泥岩互層からなり，様似ブロックでは砂岩泥岩互層が優勢になる

ポン J[..べシべ川中流(第13図) :下半部は，北部で泥岩砂岩泥岩互層~シルト

岩，南部で砂岩からなる.上半部は北部では粘土岩で厚さ約 3mの細粒~組粒

凝灰岩(第11図のル ト 3 N) を挟むが，南部はシルト岩になり，厚さ 2~3m

の粗しょう凝灰岩(第11図のルート 3 S) を挟む.本流域では北部より南部が粗

粒となり，また層厚も厚くなる傾向がある.層厚は約700mで、ある.

咲梅 )11 :主に粘土岩からなる厚さ 1000m 以上の細粒堆積物が分布する.

川沿いの地域には厚さ 5mの通称「骨石」と呼ばれるチャート様の酸性凝灰岩

が挟まれており，ポンルベシベル ト北部の厚さ 2~3mの組しょう凝灰岩

(第11図のルート 3 S，第14図)と，同ルート北部の厚さ 3mの細粒~粗粒凝灰

岩の「非骨石J 凝灰岩に対比される.

歌笛西方:断層に挟まれて層厚500m以上の粘土岩が分布し，層厚約 7mの

骨石が挟まれる.
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第13 図 ポンルベシベ) II 中・上流における歌笛層 (Mlb ， Mlc) のスケッチマップ
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Eヨ札lj

第14図 咲梅川流域における歌笛層(Mla ， Mlb) のスケッチマップ

Ic, Id :岩清水層， Nkl: 西川層
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M1c 部層

主に黒色粘土岩からなる. I浦河図幅J 地域の様似西方ではシルト岩及び砂

岩泥岩互層からなる(第11図).層厚は200~450m 十で，北西方により厚くなる

大型化石を稀に産し微化石を普通に含む.

ポン)1.-べシべ川中流:上・下限とも断層で切られて分布しており，層厚は

450m以上である.黒色粘土岩よりなる(第13図).

稲見~野深:上・下限とも断層で切られて分布じ，黒色粘土岩よりなる.

歌笛~瑞穂:黒色粘土岩からなる.本部層の中部からイノセラムスを産した.

III. 2.1.2 絵笛層

命名:竹内・三本杉( 1938)

模式地は絵笛川中・上流域であり，摺曲・断層によって繰り返し露出する.

本層は元浦川下流東岸(ルスナイー姉茶)， I西舎図幅 j 地域の向別川中流， タ

ンネベツ川流域，乳呑川上流， I浦河図幅」地域の月寒川中流に分布する.下

位の歌笛層とは整合関係である.歌笛ブロックには，本層の下部が，様似ブロッ

クには上部が分布している.岩相の違いにより下位から M2 ・ M3 ・ M4 の 3

部層に分けられる(第 11 図). M2 部層はスランプ性の砂岩及び喋岩からなる.

M3 部層は主として粘土岩からなる. M4 部層は砂岩泥岩互層及び砂岩を主と

し，層相は激しく変化する.本層の最大層厚は約 1400m と見積られる.層厚は

一般に北東部より南西部が厚い.本層の泥質部からアンモナイト，イノセラム

スなどの化石を散点的に産し粘土岩から有孔虫，放散虫化石を豊富に産する.

これらの化石により， M2 部層は中部セノマニアン， M3 部層は上部セノマニ

アン~下部チュ一口ニアン， M4 部層は中部チユーロ二アン~上部チユーロニ

アンに対比される.

M2 部層

本部層は主としてスランプ性の砂岩及び礁岩からなる.基底部の喋岩は中陳

大の円礁からなる.本部層の大部分がスランプ性の堆積物である.下位の歌笛

層との層位関係は直接観察できないが，整合と推定され，層厚は約 100~200m

である.喋岩は， I浦河図幅」地域の東幌別にも分布している.

絵笛川中流:喋岩が絵笛川中流分岐地点東岸に露出する.層厚は不明である.
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下野深:西方の丘陵にスランプ性の砂岩が分布する.層厚は不明である.

M3 部層

堆積盆地の南西部では主として黒色粘土岩からなり，北東部ではシルト岩，

スランプ牲の砂礁岩及び砂岩泥岩互層からなる.層厚は200~800mで，北東部

より南西部の方が厚い.下位のM2 部層を整合に覆う.

姉 茶 :1浦河図幅」地域では黒色粘土岩からなるが，本図幅地域では露

出がきわめて悪い.

稲見~川上:絵笛東・北東に黒色粘土岩が露出する.断層に挟まれて狭長に

分布するので，層厚は不明である.

M4 部層

砂岩泥岩互層及び砂岩を主とする.下位M3部層との関係は整合と推定され

る.図幅地域で、の層厚は100m以下である.

歌笛西方:露出は悪いが，砂岩泥岩互層を主とする地層が尾根に背斜構造を

つくって分布する.層厚は100m以下.

III. 2. 2 上部蝦夷層群

上部蝦夷層群は， I 三石図幅」地域の南東部と東隣の「西舎図幅J 地域の南

部から南東隣の「浦河図幅」地域にかけて分布しており，下位から浦河層と乳

呑川層に分けられる.浦河層は主として粘土岩からなり砂岩層を挟む.本層は

UO 部層とU1 部層に分けられる.乳呑川層はシルト岩~細粒砂岩からなり，

浦河層に比べ，やや粗粒な堆積物よりなる.本層は「西舎図幅」地域でU2~

U5 の 4 部層に細分されるが，本図幅では下部のU2 と U3 部層が分布する.

本層群の層厚は2500m以上である.産出化石(第 4 表)からその時代はコ二アシ

アンとカンパニアンにわたる(第11 図).

III. 2. 2. 1 浦河層

蟹江 (1966) の命名

本層は Yabe(1927) の Upper AmmonitesBeds の下半部に相当する.本層の

模式地は浦河市街北方の乳呑川上流部にある.本層は下位の中部蝦夷層群絵笛

層を整合に覆い，上位は乳呑川層に整合に覆われる.浦河ブロックでは標準的
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第 4 表 上部蝦夷層群産大型化石リスト
Species UO U 1 U 2 U 3

ECHll吋(氾IDEA

1304PEchinoid

ARCHAEC 后ASTROPODA

Pleurotomaria(P.).yezoensisKanie 459p15

MargaritessachalinensisN. 457p8

MESC 氾ASTROPODA

"Anisomyon"cassidarit ぷ (Yokoyama) 304 457p , 459p

"A."trans/armisDundo 301 , 458p ,459p

"A."giganteus(Schmidt)(typeA) 304p

Gigantoca 仰Ius giganteus(Schmidt) 457p8

Tibiaja かmicaN. 459p

NEOGASTROPODA

Serriルsus sachalinensis(N.) 457p19

Gra ρfzidula laez 尽gata (N.) 457p20

INOCERA お1IDAE

Inocer ・amus (I.)uUXljimensisYehara 1017A

I.(Platyceramus)amakusensisN.& M. (62), 307C

I.(P.)ja ρ'onicus N.& M.

I.(Endocostea)ezoensisYokoyama (305), 457p5

I.(E.)aff.ezoensisYokoyama 457p5

I.(E.)balticusN.& M. 458p

I.(Cordiceramus)aff.)串 ωsai Noda 訴)7p2 ， 457p29

sρ'henrxeramus naumanni(Yokoyama) 62 457p17

S.orientalisnagaoi(民 1. & Ueda) 305 , 457p , 458p , 459p

S.orientalisorientalis(N.&お1.) ヨ】 5 ， 457p ， 534

S.schmidti(Michael) 307p3 , 457p8 , 304p2 , 457P8

S.sac.加linen..'iis (Sokolow) 304p2 , 457p8

Inoceramidaegen.etsp.indet 1017B 788

PELECYPODA(excludingINOCERAMIDAE)

Acila(Truncacila)hokkaidoen..'iis(N.) 457p

Nano ηavis sachalinensis(Schmidt) 457p16 説)4p2

N.brevisIchikawa&お 1aeda ヨ)4p

ProjJeamusiumco即ρen' yubarenseYabe& N. 以)5 ， 457p

Lucina(ル:lyrtea) ezoensisN. 307p.

Terenoid 説)7pl

A民1MONITIDA

Phylloceratidae

人Teo ρ'hylloceras subramosumSpath 307

Phyllo 知的 yceras ezoense(Yokoyama) 307P1 307p3

Tetragonitidae

Tetragonitesglabrus(Jirnbo) 307p2

T 仰向 tensis (Yabe) 457p26 568p8

T.sp. 457p26

Anagaudrycerasyokoyamai(Yabe) 457p

CJl1udrycerastenuiliratumYabe 筑)5 ， 457p

G.denseplicatumdense ρ'licatum (Jimbo) 307p2 , 457p

G.striatum(Jimbo) 307p3

Zelanditeskawanoi(Jimbo) 307p2

Desmoceratidae

Damesitesdamesi(Jimbo) 62 307p2 , 457p

D.sp. 62 ヨ)5 ， (457p28) 459p13

Hauericeras(C 切-deniceras) angustum(Yabe) 305 , 457p

Kitchnites(Neopuzosia)ishikaUXli(Jimbo) 泊7p ， (457p26)

K.(N.)sp. 457p

Ana 仰chydiscus naumanni(Yokoyama) ヨ)5 , 457p , (459)

EUjJachydiscusharadai(Jimbo) 305 , 457p12

E.sp. 457p37

Eノト akauxzites aff.binodosus(Whiteaves) 457p

U.rotalinoides(Yabe) 458p

Pachydiscinaegen.etsp.indet 305

Collignoniceratidae

Texanitesquin 伊enodosus (Redtenbacher) 304pl

Paratexanitescom ρressus M. 471p , 472p

Diplomoceratidae

Rメtgasella ;J sp. 457p28

Polyptychoceras.(P.) ρseudogaultinum (Yokoyama) 62 457p

P.(P.)subqadratum(Yokoyama) 457p

P.(Subptychoceras)yubarense(Yabe) (305), 307 , (307p1) , 457p

P.sp. 62 457p28

Pseudoxybelocerasaff.qadrinodosum(Jimbo) 457p4

Baculitidae

Baculitessp. 62

太字:多産 ( ):cf. “ p" 転石 N.:Nagao M.:Matsumoto，産地番号の前の“ U"は省略してある.



な層序を観察できるが，本図幅内の歌笛ブロックと南東の「浦河図幅 l 内の様

似ブロックでは本層の下部のみが分布している(第 2 表，第 4 図).層相の違い

により下部のUO 部層と上部のUl 部層に分けられる.本層の層厚は670~950

mで、ある.本層から軟体動物・有孔虫・放散虫化石が産し， UO 部層はコ二ア

シアンに， U1 部層はコ二アシアン最上部~カンパ二アン最下部に対比される

UO 部層

粘土岩を主とするが地域により砂岩層を挟む.また下部に酸性凝灰岩を挟む.

層厚は230~500mで，南西部に向かつて厚くなる傾向がある.

ポン J[..べシべ川下流:砂岩泥岩互層からなる.互層中の砂質泥岩からイノセ

ラムスを産した.層厚は断層に挟まれているが， 500m以上ある.

絵 笛:黒色粘士岩である.地層の露出は悪い.本部層の延長である 1 両

舎図幅」地域でイノセラムスを産したことがある.

Ul 部層

浦河町井寒台と絵笛川中流に露出する.模式的な露出は， I 西舎図幅」地域

の本部層は基底部の厚さ 8m前後の砂岩・礁岩から始まり，主部の黒色粘士岩

に移る(第11図).層厚は乳呑川上流で、約450mで、ある.

絵笛川中流:向斜の軸部に沿って下部の層厚60mが分布するにすぎない.そ

こでは，本層は厚さ数mの砂岩・陳岩に始まり，その上位に主部の黒色粘土岩

がのる.黒色粘土岩の下部には酸性凝灰岩が挟まれる.

井寒台:酸性凝灰岩薄層を挟む黒色粘土岩からなる(第15図).大型化石を

豊富に含む(第16図).背斜軸に沿って本部層の上位の約200mが露出する.絵

笛川を挟んで井寒台の北西に砂岩泥岩互層が露出している地層も本部層のー部

第15図

浦河町井寒台海岸の地点U301 にお

ける浦河層U1 部層の露出
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第16図

浦河町井寒台海岸の地点U301 にお

ける浦河層UI 部層の粘土岩中のイ

ノセラムスの産状と石灰質ノジュー

ルの産状

とみなした.

絵笛~姉茶:黒色粘土岩が断片的に分布する.背斜軸に沿ってモンチカイト

が露出している.

露出不良のために下位層との関係は不明である.

III. 2. 2. 2 乳呑川層

Matsumoto (1942 , 1943)の命名

本層の模式地は乳呑川の中・上流部にあり，下位の浦河層UI 部層を整合に

覆い，上限は断層に切られて不明である.本図幅地域内では井寒台地区に，東

隣の「西舎図幅J 地域では浦河ブロックのみに分布するが，南東隣の「浦河図

幅」地域では様似ブロックに小面積で分布する.本層は灰黒色シル卜岩~極細

粒砂岩からなり， しばしば海緑石粒を含んでいて緑色を呈する.下位の浦河層

と比べ，一般により粗粒であり，灰色を帯びている.岩相の違いにより下部か

らU2 ·U3·U4 ・ U5 の 4 部層に分けられる.本図幅地域には， U2 部層

U3 部層のみ分布する.それぞれの部層の基底部は凝灰岩質砂岩層で，その上

位はシル卜岩~極細粒砂岩になっている.本層の層厚は800~1600m以上で、あ

る.本層からは軟体動物化石を多産するが，下位層に比べやや粗粒な堆積物か

らなるため，有孔虫・放散虫等の微化石の産出は稀である.これらの化石から

U2 部層は下部カンパニアンに， U3 部層は中部カンパニアンに対比される.

U2 部層

模式地のある「西舎図幅」地域の乳呑川上流のでは，本部層は基底部の層厚

8mの喋質砂岩層 (U2a) と，主部の層厚45mのシル卜岩~砂岩シルト岩互層
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(U2b) に分けられる.浦河層のU1 部層を整合に覆い，上位のU3 部層に整合

に覆われる.模式地よりも本図幅地域と「浦河図幅」地域に分布する本部層の

ほうがより細粒な堆積物よりなり，層厚も増大する

井寒台海岸:本部層は細粒砂岩~シルト岩からなる(第17図) .下位のU1 部

層と上位のU3 部層とは整合関係にある.層厚は約200mで、ある.軟体動物化

石を豊富に含む.干潮時に観察することができる.

井寒台丘陵:向斜軸に沿って浦河町堺町から延長して分布する厚さ 120m の

シル卜岩である(第17図).

U3部層

本部層は井寒台地域の南北 2 帯に分布する. I西舎図幅」地域の乳呑川中流

とウロコ別上流に模式的に分布し，タンネベツ川下流にも小面積の分布がある.

浦河地域の浦河市街とその東部や本部層の基底部には厚さ75mの砂岩層 (U3a)

が発達し，その上に厚さ250~500mの灰黒色シル卜岩(U3b) がのる.本部層は

中部カンパニアンに対比される.

井寒台海岸:大潮時にシル卜岩が露出する.下位のU2 部層とは整合関係に

ある.海面下に分布するために詳細は不明である.

井寒台丘陵:向斜軸に沿って本部層の底部を構成する砂質シル卜岩がわずか

に露出する.

Eヨ凝灰岩 太平洋

PacificOcean

第17 図 浦河町井寒台地域の上部蝦夷層群 (U1 ， U2 ,U3) のスケッチマップ
Az: 新第三系
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III. 2. 3 蝦夷累層群の化石と対比

ここでは「農屋図幅」地域南東端部を含めた本図幅地域(第11図)と「西舎図

幅」地域(酒井・蟹江， 1986の第52図)および「浦河図幅」地域とで産出した軟

体動物化石をもとに，有孔虫・放散虫などの微化石も加えて各地層の化石層序

を考察する.

中部蝦夷層群

本層群は下位より歌笛層と絵笛層に二分され，その時代は上部アルビアン~

チユーロニアンにわたる.本層群から産出した大型化石を第 3 表に示す.

歌笛層

泥質岩よりアンモナイト・イノセラムス等の軟体動物化石を稀に産し， M1

a 部層は中~上部アルビアン， M1b 部層は上部アルビアン， M1c 部層は下部

セノマニアンに対比される.

M1a 部層:咲梅川支流松本の沢の地点 U1092 (第 14図)から報告された

Cymatocer ，αs cf. sa 初旬開 l1 um (Matsumotoetal., 1984)は，マダガスカルの

中~下部アルビアンに知られている(Collignon， 1949)ので，本部層を中部ア

ルビアンに対比した.

なお， 1西舎図幅」地域の向別川支流高津川流域において，松本・岡田(1973)

は，本部層より由来したと考えられる石灰質団塊の転石からMortoniceras cf.

kili αl1 i ， Desmoceras(D.)cf. latidorsatum を得て， MatsumotoandKanie

(1 982) はM1a 部層の上部を上部アルビアンに対比している.

M1b 部層:清瀬の地点 U1043( 第12 図)から採集された Mortoniceras (M.)sp.

は上部アルビアンおよび Desmocer ，αs (D.)latidorsatum は上部アルピアン~

下部セノマニアンに知られている.ポンルベシベルート(第 13 図)の地点 U1055

産の Neohibolites cf. styloides は中部~上部アルビアンのものである.本地

点産浮遊性有孔虫は Hedbemell α pla l1 is Pi ra ， H. trぽhoid ，ω ) Tici l1 ell α roberti)

T. bej ，αau ωumsis ， また，底生有孔虫は Trit αxia disjunet α ，Ql ωdrimorphiana c

f.albertensis であり，アルビアンに対比される.これより上流 (I 西舎図幅」

地域)の地点 U1113B ， U1113C , U1114 , U1115A , Ul115E(第13図)から上部

アルビアン~下部セノマニアンの Holocryptocal1ium barbui-Thαnarla conicα 帯

の放散虫群集を報告している (Taketani ， 1982の figs. 10 , 27). 咲梅川(第14
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図)支流桐の沢の地点U1161 ， U1164 , U1165A , U1165B , U1166B(r 農屋図幅」

地域)産の放散虫群集は ， Holocryptocaniumbarbui-Thanarlaconic α 帯にある

(Taketani , 1982の figs. 11 , 28). 以上の化石から本部層は上部アルビアン

に対比できる.

M1c 部層:歌笛~浦河町瑞穂の道路から Birostri仰 nip，仰licα と Gaudryceratid

を産した.

ポンルベシベルート(第 13 図)の地点 My 76-68~70 ， My76-72 , My76ｭ

74 (Taketani , 1982のfig. 10) 産の浮遊性有孔虫群集は Rotali知m 生存帯，底

生有孔虫群集は T何tulariα hi初gezawaensis 生存帯にあり，セノマニアンに対

比される (Maiya andTakayanagi , 1977). 放散虫群集は Diac倒的ocαpsa

euganea-Tha加ria elegantissima 帯(上部アルビアン~下部セノマニアン)のも

のを産する.以上のことから， M1c 部層は下部セノマニアンに対比される.

絵笛層

本層の泥質部からアンモナイト，イノセラムス等の化石を散点的に産し，粘

土岩からは有孔虫，放散虫を豊富に産する.これらの化イ iにより， M2 部層は

中部セノマニアン， M3 部層は上部セノマニアン~下部チュ一口ニアン， M4

部層は中部チユーロニアン~上部チユーロニアンに対比される.

M2部層:本図幅地域では化石を発見できなかった.r西舎凶幅」地域向別

川中流の瞭岩中の泥岩礁とその直上の泥岩)からInoceramuscostatusを産し，

中部セノマニアンに対比される.タンネベツ川上流からRotali如何-7旨xtularia

有孔虫生存帯とEusyringiumspinosum放散虫群集(Taketani， 1982の figs. 7 ,

23) が知られている.

M3部層:地点U1015p(稲見附近) (第12図)から Mytiloides cf. Iαbiatus を産

し下部チユーロニアンに対比される. r西舎図幅」地域では本部層の下部よ

りは Birostri 仰 cf. Pe n附tulus を産することから上部セノマニアンに，上部は

本図幅地域と|浦河図幅」地域から Mytiloides labiatus を産することから下部

チユーロニアンに対比される.

M4 部層:本図幅地域からは化石が発見されなかった. r西舎図幅」地域には

本部層の中・上部が発達し ， In ぽeramus (Inoceramus) 加betsensis や I.( In ぽera 仰-is)

teshioensis を産し，上部チユーロ二アンに対比される. r浦河図幅」地域に分
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布する下部層は， Collignonicer，αsωoollgari を産することから中部チユーロ二ア

ンに対比される.

上部蝦夷層群

産出化石からその時代はコニアシアン~カンパニアンにわたる.本層群から

産出した大型化石を第 4 表に示す.

浦河層

本層は軟体動物・有孔虫・放散虫化石を産し， UO 部層はコニアシアン，

U1 部層はコニアシアン最上部~カンパニアン最下部に対比される.

UO 部層:ポンルベシベ川下流地域から Iμnじぽ吃eraαml附is (Inoぽceraα附u防s) Ul附4ωβ仰Jtmel的附附1公俗悶s幻、\t

を産しし， コニアシアンに対比される.

U1 部層:黒色粘土岩や石灰質団塊から軟体動物化石を豊富に産し，また有

孔虫化石も産し，その時代はコニアシアン最上部~下部カンパニアンと考えら

れる.

井寒台:黒色粘土岩よりなり，軟体動物化石を豊富に産する(第17図，第

4 表). Yokoyama (1890) , Jimbo (1894) が記載した無脊椎動物化石群は，大

部分が本図幅地域より産した. MatsumotoandKanie (1 982) によれば本地

域から産出する化石は上部サントニアンを指示する.また「西舎図幅」地域の

堺町の粘土岩から Sphenocer ，αmus arientalisnagaoi を産するので，下部カンパ

ニアンは U1 部層の上部から始まることになる.

乳呑川層

本層からは軟体動物化石を多産する(第 4 表)が，下位層に比べやや粗粒な堆

積物よりなるため，有孔虫・放散虫等の微化石の産出はまれである.これらの

化石から U2 部層は下部カンパニアンに， U3 部層は中部カンパニアンに，

U4 ・ U5 部層は上部カンパニアンに対比される.

U2 部層:本部層の下部から Sph 仰ぽ eramus arientalisnagaoi と“ Anisomy 側"

cassidarius を豊富に産する.本部層の上部から Sphenoceramus orientalis ,

“ Anisomyon" trans/armis を多産し (Kanie ， 1975 , 1977) ，これは異常巻アン

モナイトの Ainoceras paw;icostatum , A. 初muy とも共産する (Matsumoto

andKanie , 1967).

「浦河図幅」地域では Sphen 町eramus arientalis ， “ Anisomy ，側" trans/armis を
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多産し ， Ail10ceraspαucicostatzan ， A. 初rnuy を普通に産する.また東隣の

[丙舎図幅一 l 地域のシル卜岩から Sphenoceramus orientalis を産した.

U3 部層:砂岩，シルト岩や後者に含まれる石灰質団塊から Sphe1 ωceramus

schmidti を産し，これらの化石から，本部層は中部カンパニアンに対比される.

III. 2. 4 蝦夷累層群の地質構造

日高沿岸地域の白亜系は ニタラチーオショ口ベツ衝上断層(酒井・蟹江，

1986) の南西側に分布する.この白亜系は一般に北東一南西~西北西 東南東

走向で，北東または南西に300~90°で傾斜する.走向方向の断層が卓越し一

方元浦川断層や日高幌別断層などの胴切り断層が分布する.

空知層群は一部では南西方に向かってより上部の地層が分布するようである

が，構造的には不明瞭な部分が多い.

蝦夷累層群は，多くの摺曲によって同じ地層が繰り返し現われるが，全体と

して北東側に下部層が，南西側に上部の地層が帯状に配列する(第 4 図).更に

北東側からの梅数の衝上断層によって，南西側の上部層分布地域により下部の

地層が挟まれる.このために白亜系内の地質構造は，南西方向に向かつてより

複雑になり，海岸沿いの地域で最も腹雑である

摺由構造は，主に比較的閉じた鉛直摺曲であるが，一部に同斜摺曲が認めら

れる.

また第 4 図・第 2 表に示すように，元浦川・日高幌別川沿いに伏在する胴切

り断層により，白亜系はブロック化されている.この分布域は，西から歌笛，

浦河，様似の 3 ブロックに区分されている.浦河ブロックの内部は，絵笛川沿

いと向別川沿いに伏在する断層によって細分されている.白亜系の主要分布域

は浦河ブロック内にあり，それは隣接地域に対して相対的に落ち込み帯を形成

している.
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W 新第三系

地域内に分布する新第三系は，下位より中新世前~中期の西川層，同中期の

アザミ沢層，同中~後期の静内層，鮮新世の舜別層に区分される.

N. 1 西川層

命名:松下・鈴木(1 962) .基底部の喋岩・砂岩相と主部の泥岩相に分けられ
もんべつ

る.模式地は「農屋図幅」内の柄別川流域の西川周辺.基底部の喋岩・砂岩相

と上部の厚い泥岩相からなる地層に命名された.本図幅では，分布が模式地か

ら連続することと岩相が一致することから本地層名を用いる.なお，三石断層

の南側に沿うこの地層は，西隣の「春立図幅 J 内の延長部で農屋層*の地層名

が用いられている

分布:大きく南北 2 列の帯状の分布がみられる.北側の列は，山地を構成す

る日高累層群・岩清水層分布の南西側に沿って，模式地を含む「農屋図幅」内

から連続し布辻川上流の宮本の沢から三石川中~下流部の富沢を経て亮舞川

の中流部の歌笛周辺まで，幅 2 ~2.5km で北西一南東方向の帯状に分布する

南側の列は三石岩体の南を限る三石断層に沿って，その南側に幅 250~500m で、

帯状に露出する. (三石断層北側では JR 日高本線の蓬栄駅南に岩清水層の緑

色片岩に接して分布する.)

F位層との関係:下位の白亜系の蝦夷累層群とは断層関係である. 日高累層

群の岩清水層とは咲梅川西方の尾根部，シカルベ山山麓のシュムロ川上流およ

び久遠川上流では基底喋岩で不整合に重なる. しかし三石岩体との関係を含

め多くの地域で断層関係にある.本層は，下部の喋岩・砂岩 (Nk 1)と上部の

泥岩(Nk2 )の 2 部層に区分される.

礁岩・砂岩部層 (Nk 1)

礁岩・砂岩相は下位の岩清水層および三石岩体に接し丘陵性山地では亮舞

川支流のシュムロ川・久遠川上流部に分布する.三石断層に沿って，三石岩体

に接する部分のみに本部層が認められる.礁と粗粒砂の基質から構成されてい

* 農屋層は「農屋図幅」内西端の農屋附近を模式地とする.関係は不明であるが，

阿川層の下位に設定されている(松下・鈴木， 1962)
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第18図

岩清水層を覆う西川層の基底瞭岩

(シカルベ山東山麓)

第19図

西川層基底附近のトロ二エム岩巨疎

(柄引l川上、流)

る.礁種は接する岩体によって異なる.三石岩体に接して分布する本部層では

径数emの蛇紋岩円礁がほとんどである.一方，北部の岩清水層と接する部分で

は岩清水層を構成するスピライト質岩類が大部分を占めている(第18図).

蓬莱山地塁帯の蛇紋岩及び変成岩類に接する布辻川流域西端では，粗粒砂岩

の基質部に径数lOcm~ 1ill大の変成岩角礁が含まれる. I農屋図幅」内の問別

川支流のメナシュベツ川上流部では，径30~60cm におよぶトロ二エム岩の巨礁

が多量に含まれる(第19図).基質および挟在する砂岩層は粗粒砂岩で，接する

蛇紋岩やスピライト質岩の砕屑物が多量に含まれるため緑色~暗緑色を呈する.

層厚は20~60mで、ある.

本部層の砂層中には一部に密集してカキ類などの貝化石破片が多量に含まれ

る.竹内・三本杉(1938) ，山岸(1965MS) によれば下記の化石を産出した.
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シュムロ沢の基底礁岩

Ostreaceagen.etsp.indet.

Pα 戸'hia sp.

Nassariuscf.simizuiOtuka

一蓬莱山地塁帯，三石断層南部一

Chlamysaff.kaneharai(Yokoyama)

Ostreaceagen.etsp.indet.

Mytilussp.

ι'optchyris gray(Davidson)

Bal αnus sp

泥岩部層 (Nk2 )

泥岩相は黒色~暗灰色を呈し 一般に無層理塊状の泥岩からシルト岩を主体

とするが，部分的に硬質頁岩状の岩相を呈するところもある(第20図).全体と

して径 1 mm以下の白色の軽石粒が点在する.岩清水層の分布域に近い下半部に

は，砂岩層を挟在し砂岩泥岩互層を形成する.シュムロ川上流では，この地層

の下部の泥岩中に石炭の薄層を挟むほか，鍵層としては追跡できなかったが厚

さ 1m の灰白色の凝灰岩を挟んで、いる.また 布辻川上流や辺誘川上流部では

片理をもち弱粘板岩化している.全体的に細片状に割れやすいが，三石断層の

南側に接する本部層は薄い葉片状に割れやすい.層厚は，三石断層北側では厚

く 1000m を越えるが，南側で、は 400~500m で、ある.

第20 図

西川層泥岩部層(シュムロ川流域)
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N. 2 アザミ沢層

命名:佐藤・山口(1960) .模式地は西隣の「春立図幅」内アザミ沢上流地域.

砂岩泥岩互層に命名された.

分布:三石断層の南部と北部の地域に大きく分布が 2 分される.南部の本層

は， I春立図幅」内の模式地から連続する.図幅内では主に音江向斜の北翼部

を構成し図幅西部の布辻川流域の東別附近から三石川流域の西蓬莱・海岸地
はまお~.ぶし

域の売舞・ 1兵荻伏を経て元浦川河口左岸の浜東栄付近まで分布する.音江向斜

南翼部は布辻川河口の春立附近にわずかにみられる.三石断層北部のこの地層

は問別川流域の川合から三石川流域の豊岡・福畑にかけての蓬栄背斜軸部を構
わかんべつ

成するものと，これと雁行するように久遠川上流・和寒別川上流に分布するも

のとがある.

下位層との関係:整合漸移

岩相:三石断層の南部と北部とでやや岩相が異なる.

南部は全体としてリズミックな砂岩泥岩互層で構成される.下部の西川層に

近い層準では泥岩優勢の互層であり，各単層の層厚が十数em~数十emの層状泥

岩の聞に，層厚数十emの中~粗粒砂岩が挟在する.

上部は全体として砂岩優勢型の砂岩泥岩互層が主体となる.各単層の層厚が

数十emの等量型砂岩泥岩細互層と層厚数mの粗粒砂岩~細礁混じり砂岩の組み

合わせによる複合型砂岩泥岩互層を形成する(第21図).細互層をつくる砂岩層

明灰色泥岩(平行薬理構造)

m
I
v

an-z唱
-A

細 粒 砂 岩 と 泥 岩 の 細 互 層 ( 級 化 構 造 明 瞭 )

中 磯 混 じ り 極 粗 粒 砂 岩 ~ 細 礁

( 層 厚 変 化 大 き く 斜 交 薬 理 構 造 )

明 灰 色 泥 岩 ( 暗 灰 色 硬 質 頁 岩 挟 在 )

凝 灰 質 含 磯 泥 岩

極 粗 粒 ~ 中 粒 砂 岩 ( 上 方 級 化 )

第2 1図 ア ザ ミ 沢 層 の 砂 岩 泥 岩 互 層
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第22図

スランプボールを含むアザミ沢層砂

岩の露頭

(売舞川流域，山岸宏光氏提供)

は一般に淡褐色~褐色を呈する.細粒~中粒砂岩で平行葉理が発達し単層下

半部では級化構造が顕著である.また単層の底部には流痕や荷重痕などの堆積

構造が認められる.互層を構成する泥岩は灰色~暗灰色を呈し平行葉理が発達

する.細片状に割れることが多く，一部は暗灰色の硬質頁岩となる.

層厚数mの粗粒砂岩~瞭混じり砂岩は一般に暗褐色を呈し，細礁が不規則に

混在するなど淘汰は不良である.炭質物細片が葉理状に含まれることもある.

下位の砂岩泥岩細互層を削り込んでいることが一般的で，泥岩のスランプボー

ル(偽喋)が不偏的に認められ，大きいものでは 1 mx1. 5mに達する(第22図) •

互層部の砂岩層底部には有方向性の堆積構造である流痕 (flute cast) が散見

され，概して北西から南東方向の古流向を示す.層厚は約900~1000mで、ある.

北部では南部より細粒堆積物で構成されている.全体としては暗灰色の泥岩

あるいは硬質頁岩を挟在する灰色泥質砂岩~細粒砂岩で，シュンベツ川流域，

三石川支流の豊岡やルベシベ川流域の一部に砂岩泥岩互層が分布する.辺誘川

流域では層厚30mの蝶岩層が分布する.中~大礁サイズの円礁と粗粒砂岩から

なる.礁種は頁岩(粘板岩)・砂岩が多量に含まれ，緑色岩礁や珪質凝灰岩礁を

伴なう.層厚は，北部よりやや薄く約1000mで、ある.

N. 3 静内層

命名:佐藤・山口(1 960) .模式地は「春立図幅 J 内の柄別川西部地域.三石

断層北東側地域に分布する岩相変化の著しい硬質頁岩・礁岩・凝灰質塊状シル

ト岩に命名された.

分布:大きく 2 列の帯状分布が認められる. 1 列は，図幅南西部の海岸沿い
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の地域に分布するもので，模式地を含む「春立図幅」内から三石町本町附近ま

で連続し，北西一南東方向の軸をもっ音江向斜軸部を構成している.もう 1 列

は，三石断層および蓬莱山地累帯北東側に沿って，「春立図幅」内から瓦浦川

市街地附近まで連続して分布し下位のアザミ沢層を軸部とする蓬栄背斜の南

翼を構成している.また，蓬栄背斜の南東方向への沈み込み部にあたる和寒別

川中流部から元浦川市街北方の地域にかけても分布し，向斜構造を形成する.

下位層との関係:整合漸移で，岩相から下部の硬質頁岩部層 (Sn 1)と上部の

凝灰質塊状シルト岩部層 (Sn 2)に区分される.

硬質頁岩部層 (Sn 1)

硬質頁岩層はおもに海岸域の音江向斜の軸部に沿って分布する.暗灰色を呈

する硬質の頁岩と灰色シルト岩との細互層である(第23図) .下位のアザミ沢層

最上部から頻繁に硬質頁岩が挟在し始め漸移的に硬質頁岩を主体とする細互層

に移化する.それぞれの層厚は，硬質頁岩は1O~20em，シルト岩は数emで，板

状の外観を呈する.時折，層厚数十emの細粒~中粒の砂岩層を挟在する.また，

層厚数十emの淡黄灰色の細粒凝灰岩層がしばしば認められる.硬質頁岩は表層

では赤褐色の錆色を呈し槍状あるいは斧状の細片に割れやすい.層厚は約

800mで、ある.

三石断層北部では，三石川流域の豊岡・蓬栄周辺の蓬栄背斜の軸部および美

野和北側に分布する.板状の外観を呈する典型的な硬質頁岩は蓬栄背斜軸部の

一部に分布するだけである.全体としてはおもに灰色の硬質泥岩からなり， し

ばしば暗灰色の硬質頁岩が挟在する.層厚は500mと南部よりやや薄い.

第23図

静内層最下部の硬質頁岩・シル卜岩

互層

(春立北方;山岸宏光氏提供)
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凝灰質塊状シ J[..，卜岩部層 (Sn 2)

三石断層北部にの地域に 硬質頁岩層から漸移して分布している.凝灰質塊

状シルト岩は，新鮮部は灰色~暗青灰色の塊状シルト岩である.表層の風化部

は黄灰色~淡褐色を呈し軽量の珪藻質泥岩と類似する.一般に無層理塊状の

シルト岩~泥岩であるが，まれに砂岩薄層を挟むことがあり地質構造を読むこ

とができる.また，一部には塊状の硬質泥岩や硬質頁岩層を挟むことがある.

しかしいずれも部層として扱える単位で追跡することは困難で層相変化が著

しい.層厚は約800mで、ある.

N. 4 舜別層

命名:竹内・三本杉 (1938) .

分布:三石断層の北部，布辻川流域中流域に分布する.

下位層との関係:下位のアザミ沢層および静内層を不整合に覆う.

岩相:主に喋岩からなる.礁は一般に中陳~大礁の円~亜円礁で，径数十emに

およぶ巨礁も散在する.花崩岩やミグマタイトの礁が多量に含まれ，片麻岩礁

がともなわれる基質は極粗粒砂岩~細礁混じり粗粒砂岩である.一部で粗粒

砂岩層をレンズ状に挟み， 25~40°北傾斜の斜層理を形成することがある.

本調査で化石は見出せなかったが， FI仰tipecten tα初hashii の産出が報告され

ている(竹内・三本杉， 1938) ことから，化石年代は鮮新世を示す.層厚は上限

が露出せず不明であるが，約250m 十と算定される.

N. 5 新第三系の珪藻年代

三石断層北部の中新統は，同断層南部に比較して顕著な粗粒岩相が少なく，

全層を通じて類似した泥質岩相が卓越している.また地質構造が複雑なため，

特に西川層と静内層が岩相上明瞭に区分できない場合が多い. したがって，図

幅北隣の「農屋図幅|の西川層を含め三石断層北部に分布する新第三系の泥岩・

珪藻質泥岩・硬質頁岩など， 14試料について珪藻化石の検出を試みた.結果は，

9 試料(内 1 資料は「農屋図幅J) から珪藻化石が検出され(第24図)，層序や対

比に有効な資料となった.化石リストを第 5 表に示す.最近 I嵯峨山・宮坂

(1992) により三石断層南部を含めた 6 資料から珪藻化石の産出が報告された.
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この地凶は国 L地理院発行の 5 万分の l 地形凶「農屋!および

「三七 l を使用したものである

①②，…-⑨ 筆者らの産出地点

1,2,3" …'6 , 嵯峨山・宮坂(1992) の産出地点

第24図珪藻化石産出地点
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同じく第23図に産出地点を，化石リストを第 6 表に示す.

今回の珪藻化石を産出した 9 資料のうち，資料番号②③⑥⑥⑧は西川層(⑤

は「農屋図幅J) ，①④⑦⑨は静内層からの資料で，アザミ沢層からは検出され

なかった.西川層の珪藻化石は，⑧を除き ActinacYlus inge附が50%をこえ，

次いで、②を除き Denticulapsis lauta が目立つ.②⑧からは D .praelauta が検出

された. したがって西川層の珪藻化石帯は， D.praelauta 帯から D.lauta 帯(尾

田， 1986) に属する.一方，静内層の珪藻化石は，量こそ少ないが 4 資料とも

Dentiωlapsis praedirnorphα がみとめられ D.praedirnorpha 帯(尾田， 1986) に属

する.

第 5 表新第三系珪藻分析表

産 地 占 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 。)

Actinocyc!usinf.{msBattray 561 19 861 37 161 12 26 31 33

Actii10jJtyrhussmanusEhrenberg

ChaetrarosPl i併の IUS Brun

C!ado f.{ ramma ω!i ff仰11η WI Ehrenb 巴rg 1

Costinばlisaぷ l11flrr;inalus Ehrenberg 5 2

Dl'1ltiω!oP~司shustedtiiSimonsenetKanaya 7

DI'1lJicu!opsisIωyali 即 (Schrader) Simonsen 3

Denticu/opsis/aulaBailey i‘10 11 27 l 5 71 20 21

Dl'1lticu!opsismiocenicaSchrader l

f)enlicu!opsispraedimorp. 加 Akida 10 3

ρ。zti(7.tlopsis prae/aulaAkidaetKoizumi 2 4 5

Ikebealenuis(BRUN)Akiba 5 6 2 2 4

Media/iasρ!el uJ ida Sheshukova 3

Nitzschiasp. 10

Paraliasu/cata(Ehrinberg)Cleve 2

品izoso/ellia praebar，めi Schrader l 3

Rhizoso!eniasp 3

Stephalwpyxissfh ω1f kii Kanaya 3 4 2 4

Stephanopyxisturris(GrevilleetArnold)Ralfs 3 4 5

Synedraj(ntseanaSheshukova 5

Tha!assiolll'manitzSfhioidesGrunow 3 3

Tha!assiothrix/ωlf.{ issima CleveetGrunow 8 2 2 6 3 61 14

Tr υchosira sp. l

Totalnumberofspecimenscounted ∞ 251 1∞ 1よo円u 201 20 501 50 ∞
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10

841 70I 25

臼9AyqM lnび 11門71 2

4

4

2

I I 11

231 2 21 2

0ρ 140

∞ ∞ 8 ハリ ∞Totalnumberofspecimenscounted

第 6 表 新第三系珪藻分析表( I嵯峨山・宮坂， 1992)

!杢出地点 I1. I2 I3. I,1. I5. I

ふhlloryclus i昭ells Rattray 日 50 i おi 引 16 i33

Aclil ωp! yrhus senarius(Ehrenberg)Ehrenberg 21 4

CoSci11lX1iSiUSlIlargillatusEhrenberg 2I 3

Cntridenliαda nicめaI?ω (Grunow) AkidaetYanagisawa

Denti ωfopsis hustedtii(SimonsenetKanaya)Simonsen

ρ kωwyae AkibaetBrron

D. fauta(Bailey)Simon 関n

D. PraefautaAkibaetKoizumi

D. hyafilw(Schrader)Simonsen

D. sp

Fragifan αsp

Ikebeatenuis(Brun)Akiba

Mef 仰ra sof(Ehrenberg)Kutzing

f勺mfia sufcata(Ehrenberg)Cleve

Rhizosofeniaj)raebarboiSchrad 巳r

R. spp.

Stephanopyxisturns(GrevilleetArnott)Ralfs

Synedrajυusω na Sheshukova-Poretzkaya

Thafassi 岬willa mtz ‘官 hioides (Grunow)H.et 恥1. Peragallo
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第 7 表 日高海岸地域新第三系対比表
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一方，嵯峨山・宮坂(1992) の資料を本地質図幅に対応させると資料 1 , 3 , 5

は西川層， 2 ， 4 ， 6 はアザミ沢層になり， 3 の資料は静内層になる.このうち

3 ， 4 は三石断層北側から，他は同断層南側の資料である.尾田(1986) の珪藻

化石帯によると，西川層の 1 は D.tauta 帯に 5 は D.hayalina 帯に属する.

アザミ沢層の 2 は D .tautα 帯に 4 は D.hayalina 帯に 6 ，は D.hustedlii 帯に

属する.静内層の 3 の資料は 西川層を示す D.taula 帯に属し今後の問題とし

て残る.

珪藻化石の分析から，本地域に分布する中新統は中期中新世初から中葉であ

り，後期中新世まで及んでいない.

メナシュベツ川上流の試料⑤は農屋図幅内に分布する西川層(松下・鈴木，

1962) から採取したものである.珪藻化石では滝ノ上層準の堆積物と考えられ

るため，西川層は農屋層(松下・鈴木， 1962) と同層準であろう.

日高海岸地域に分布する新第三系の層序対比を第 7 表に示す.

N. 6 新第三系の地質構造

新第三系の分布域である丘陵地で特徴的な構造は蓬莱山地塁帯の存在である

蓬莱山地塁帯の南側を限る三石断層は，北西一南東の方向を持ち図幅内では布

辻川流域から元浦川流域まで追跡できる.東側には隣接図幅の「春立」・「静内」

まで延長が認められ，地塁帯や「春立図幅」内の蛇紋岩近入部では 2 条に分か

れている.傾斜は75~85°Sと高角である.新第三系は，蓬莱山地塁帯南部に

おける西川層が断層近接部では破砕されて葉片状を呈する.この三石断層を境

として西川層と静内層が直接接する.

北部域に分布する西川層の地質構造を大局的にみると，北西一南東方向の軸

をもち幅 2 九2.5kmの開いた向斜構造を示す.山地側の岩清水層に近いところ

の走向はN40~500Wで傾斜は30~45°Wであるが，アザミ沢層の分布域に近い

南側では45~600Eの傾斜となっている.

蓬栄背斜(新称)は蓬莱山地塁帯北部の豊岡・蓬栄附近に北西 南東方向の軸

を持つ構造である.西川層およびアザミ沢層を軸核とし，軸部に沿う蓬栄背斜

断層(新称)により切られている. したがって，北翼ではアザミ沢層が広く分布

するのに対して南翼では上位の静内層が分布している.蓬栄背斜断層は，北西

46-



方への延長部は後述するように舜別層の下部に伏在する可能性が大きいが，明

瞭ではない.しかし南東方向への延長は元浦川附近まで達する.

南部域には「春立図幅」地域から本図幅内に連続する，北西一南東の軸をも

っ音江向斜(佐藤・山口， 1960) が認められる.三石川以東では向斜軸が海域に

延長されるため北翼しか分布しない.この向斜は「静内図幅」ではオサツナイ

向斜(松野・山口， 1958) と呼ばれている.本地域の南翼では40。前後の傾斜を

示すのに対して，北翼では50~600Sとやや高角で非対称な向斜構造となって

いる.軸部には静内層の硬質頁岩部が分布し南北に下位のアザミ沢層が分布

する.

布辻川流域に分布する舜別層は，ほとんど礁岩で構成されるため地質構造が

不明瞭である.分布位置により僅かに傾斜していることが認められるが，全体

の分布からはほぼ水平と認められる. I静内図幅」内に分布する同層準の厚賀

層は三石断層に切られるが(松野・山口， 1958) ，本地域では三石断層との関係

は不明である.

V 第 四 系

三石川・亮舞川・元浦川などの主要河川流域および布辻川~三石川間の海岸

域に分布する 3 段の段丘堆積物と，主要河川に分布する現河床堆積物である.

本地域の主要河川流域には，総じて段丘地形の発達が悪い.

第25図

三石川河口附近の段丘面

(山岸宏光氏提供)
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V. 1 段丘堆積物

段丘堆積物 I

布辻 )II~ 三石川間の海岸域に分布する比高 80m 前後の海成段丘上に分布する

(第 25 図) .堆積物は礁層を主体としており，聞に数 10eill の砂層・粘土層を挟む

が，層相変化は大きい.全層厚は数 mで、ある.上位に層厚約 2m の支努降下軽

石堆積物を含む火山灰層が分布する.

段丘堆積物 II

三石川右岸の富沢地区にのみ認められる.標高は 80~100m で河床からの比

高は 40~60m で、ある.主として砂礁からなり，全層厚は数 mで、あろう.

段丘堆積物 III

本地区でみられる段丘地形の中では比較的広く発達する.三石川流域および

河口の三石本町・旭町付近，売舞川河口右岸，元浦川河口左岸の東栄付近に認

so
浦河町姉茶

so

65

三石町美野和
so

52

三石町亮舞

lOll 竺j lI 目|
。

• 0

。 o 。.
。。

20-1 r~ 唱副

40

m

30-

第26図 川床堆積物柱状図(小原ほか， 1978)
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第27図

売舞川河口附近の砂堆

(山岸宏光氏提供)

められる.河床および海岸からの比高は20mで、ある.堆積物は主として砂礁か

らなり，粘土層薄層を挟在する.

V. 2 沖積層

北西側から布辻川・三三石川・売舞川・元浦川・絵笛川などの主要河川に沿っ

て現河床堆積物が分布する.侵食海岸のため海浜堆積物は河口付近に僅かに分

布するのみである

現河床堆積物は，各河川の河口付近で、 500~ 1500m の幅をもっ.蓬莱山地塁

部では地峡状を呈して分布しないが 北部ブロック内の中流域では再び 500~

2000m 幅で分布する.小原ほか (1978) によれば，元浦川流域の堆積物はおもに

砂礁層で構成されるが，ほかの河川流域に分布する堆積物はおもに粘土~シル

トの細粒堆積物からなり層厚数 mの砂・喋層をしばしば挟む(第 26 図) .亮舞川

流域で、は表層に数 mの泥炭層が分布する.層厚は 25~35m で、あるが，売舞川・

元浦川の河口部ないし下流部では最大 55m に達し溺れ谷状の埋積状況を示し

ている.

海浜堆積物は，布辻) II ・三石川・売舞川・および絵笛川の河口附近にやや発

達し，特に亮舞川河口には，比高 7~ lO m ，幅 30m の砂堆がのび、ている(第 27 図) .

VI 変成岩類

図幅内でみられる変成岩類は岩清水層起源の塩基性準片岩~片岩および三石

岩体(蓬莱山地塁帯に分布する変成岩類の総称)に属する角閃岩類である.
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VI. 1 岩清水層起源の変成岩類

岩清水層塩基性火山岩を起源岩とする変成岩類は岩清水層内に発達する勇断

帯~断層帯にそって小規模に発達し緑泥石準片岩~片岩，クロス閃石~藍閃

石片岩の塩基性準片岩~片岩類からなっている.

また，岩清水層泥質堆積岩を起源をする変成岩として，黒色片岩が認められる.

緑泥石準片岩~片岩

本図幅内で岩清水層の塩基性火山岩および同質火山性砕屑岩類が圧砕化・片

状化し準片岩~片岩となっている地域が数カ所見いだされた.すなわち，三

石川中流の富沢部落ウツマ川合流点付近から南横山にかけて 2 帯，同ウツマ川

上流部に 1 帯，売舞川中流の川上部落西方丘陵地に 2 帯およびJR蓬栄駅南方

数百m付近の丘陵地に 1 帯が認められる.図幅上では，これらを波型ハッチを

用いて表記してある.これらはいずれも幅数十~数百m 延長数百m~数km程

度の規模で発達しており，全体からみて局所的である.片理構造は良く，その

走向は北西ー南東~北北西一南南東性であるが傾斜には定向性がない.

鏡下ではブラストミ口二ティック(残品圧破砕)組織を示し(第28図) ，片状組

織の弱いものから典型的なレピドプラスティック~ネマトプラスティック組織

を示す片状岩まで，多様な岩相を呈する.その発達程度に応じて準片岩~片岩

として取り扱う.準片岩には原岩(スピライト質岩，同質火砕岩)組織が残存し，

数mm~数emのレンズ状，眼球状の岩片ブロックが多含している.それらを囲続

して再結晶化新生の微細(O.05mm以下)の緑泥石・繊維状アクチノ閃石・アルバ

イト集合(リユーゴキシン・ときに方解石・石英を随伴)が形成されている.ま

た，極度に圧破砕され，岩片ブロックが消滅した場合でも輝石(主に単斜輝石)

第28図

緑泥石準片岩~片岩の顕微鏡写真

(オープンニコル)

Ac: アクチノ閃石， Ab: アルバ

イト， Ep: エピドート， Lc:リュー

コキシン， Ca: 方解石
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第29図 クロス閃石~藍閃石片岩と西川層の不整合関係(ウツマ川上流林道)

の斑品が散点残存しており，それを囲続する上記再結晶化鉱物集合が観察され

ることも多い.片岩はf二記準片岩のさらに進んだ岩相で，ほぼあるいは完全に

原岩組織が消滅したレビドプラスティック~ネマトプラスティック組織を呈す

る. 0.05~0.2mmの繊維状~長柱状のアクチノ閃石を主にモルタル状微細アル

バイト・緑泥石・リューコキシンを随伴する.微量のエビドー卜・方解石・石

英・白雲母・パンペリー石を伴うことがある.

クロス閃石~藍閃石片岩

上述の緑泥石準片岩~片岩の一部を交代してクロス閃石~藍閃石片岩が2 帯，

ウツマ川下流部と同上流部にきわめて局所的に発達している.上流部のものは，

その発達も比較的良好で幅数百m，延長2 km程度で、ある.露出状態も良くその

産状と西川層との不整合関係も良く観察できる(第29図，第30図).ウツマ川下
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第30図

クロス閃石~藍閃石片岩の露頭写真

(ウツマ川上流)

第31 図

クロス閃石~藍閃石片岩の顕微鏡写

真(オープンニコル)
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流部，向上流部のいずれの青色片岩も破砕されブロック化されている.

鏡下では一般に圧破砕の著しいブラストミロニティック組織を示す(第31図，

第32図) .残存ブロックを囲繰して繊維状~針状・長柱状の青色鉱物が多量に

形成されている.青色鉱物は X=colourless~pale yellow, Y=lavenderblue ,

Z=blue の軸色を示し c~ Z=3~8° でクロス閃石~藍閃石質である.鉱物組

合せはクロス閃石・アルバイト・エピドー卜・緑泥石・パンペリー石・角閃石・

リューコキシン・方解石・石英である.これら青色片岩は通例，破砕・ブロッ

ク化されそのブロック間を充損してしばしば石英・アルバイト・ステイルプノ

メレン集合部がブール状ないし細脈として発達し，それと接するブロック部の

クロス閃石はステイルブノメレンによって交代置換されていることも多い

(第31図).また，ブロック岩片には原岩であるヴァリオリティック組織をその

まま残存しながら石基部がクロス閃石化したものも認められる(第32図).

黒色片岩

JR蓬栄駅南方数百メートルの丘陵地に上記の緑泥石準片岩~片岩および岩

清水層の塩基性火山岩，同質砕屑岩に挟在されて幅20m以上で 2 層分布してい

る.片理は N35°W ， 50
0

SW である.小規模のため地質図には図示していない.

鏡下ではレピドプラスティック組織を呈する.石英・オリゴシン・白雲母か

らなる.白雲母の定向配列は顕著である.

VI. 2 三石岩体を構成する角閃岩類

三石岩体と総称される各種角閃岩類は大規模なもので、は径数百m，小規模な

もので、数mオーダーの捕獲岩塊として蓬莱山地塁帯の蛇紋岩中に産出し，斑れ

い角閃岩・リーベック閃石角閃岩・アクチノ閃石角閃岩・ザクロ石角閃岩が認

められる.このうち，斑れい角閃岩・リーベック閃石角閃岩・アクチノ閃石角

閃岩は，それぞれの分布が小規模のため地質図上には縞状角閃岩類として一括

図示した.

斑れい角閃岩

三石岩体を構成する変成岩類の中で量的に大半を占める角閃岩でしばしば斑

れい岩の火成岩構造を残存している部分も見いだされる.最も普遍的に分布す

る岩相は粗粒の縞状角閃岩で片理が良好に発達し，また，角閃石の定向配列に
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第33図

斑れい角関岩の顕微鏡写真

(オープンニコル)

Hb: 角閃石， Ap: アパタイト，
Ep: エピドート， PI: 斜長石，

Mg: 磁鉄鉱

よる線構造が片理面上にしばしば発達している，片理構造の走向・傾斜はブロッ

ク岩体毎にまちまちで全体を通じて一定の傾向を示さない.数mm大のブ、ラスティッ

ク白雲母が片理面に沿って発達することがある.また，片理面やクラックを充

填して数mm~数eml幅の乳白色細脈(An3-5の曹長石一一石英一白雲母一アラゴナ

イト)が網状に発達している.これらブラスティック白雲母と細脈に産する白

雲母の K-Ar 年代は 120Ma と 109Ma である (Bikerman etal., 1971).

鏡下ではグラノプラスティック~ネマトプラスティック組織を示す. 1~2

mm大の斜長石， 1mm内外の淡緑色角閃石を主とし，エビドート・ゾイサイト・

白雲母・アパタイト・磁鉄鉱を少量伴っている. 2~ 3mmのプラスティック白

雲母が形成されている.局所的に角閃石を置換し帯緑青色のへスチング閃石~

青色のクロス閃石が形成されていることがある(第33図) •

リーベック閃石角閃岩

蓬莱山(第34図)に標式的に発達する非常に硬堅な細粒敏密の角閃岩で，比較

的広く分布している.弱い片理構造を示す.

鏡下では弱いネマトプラスティック組織を示し(第35図，第36図)， O.2mm内

外の鉱物群の等粒組織を示している.その鉱物組合せは，エピドート・緑色角

閃石・斜長石 (An18-25) ・リーベック閃石・石英・エジル輝石・パンペリー

石・白雲母・磁鉄鉱・スヘン・リユーゴキシン(量的に多いII国)である.ここで

みられる青色鉱物は緑色角閃石の縁辺やへき開に沿って，その一部または全て

を交代置換するもので，多色性顕著で X=persian-blue , Y=bluish-violet ,

Z=palegreen C~ X二3~1O°を示し，明らかに藍閃石ークロス閃石と異

なりリーベック閃石質である.
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第34 図蓬莱山

第35 図

リーベック閃石角閃岩の顕微鏡写真

(オープンニコル)

Ep: エピドー卜， Rb: リーベッ

ク閃石， PI: 斜長石， Pm: パン

ペリー石， Lc: リューコキシン

第36 図

リーベック閃石角閃岩の顕微鏡写真

(オープンニコル)

Ep: ェピドート， Rb: リーベック

閃石， PI: 斜長石， Lc: リューコ

キシン， Pm パンペリー石， Ms:
白雲母



アクチノ閃石角閃岩
ゅう

比較的局所的に発達する鞠緑暗色のやや片状の角閃岩である.

鏡下ではネマトプラスティック組織を示す細粒~粗粒の多様な岩相が認めら

れる.鉱物組合せは単純でアクチノ閃石が95%以上を占め，他に僅量の斜長石・

磁鉄鉱・スへン・リユーゴキシンを随伴している.アクチノ閃石は一般に0.1

~ 2mmの粒度をもち， x=paleyellow , Y=paleyellowishgreen , Z=pale

green の多色性を示す. しばしばブド一石・アルバイト細脈，ブド一石・方解

石細脈が発達することがある，

ザクロ石角閃岩

きわめて稀に産出する角閃岩で，その産状には以下の 2 タイプが認められる

①蛇紋岩中に径数 10em のレンズ状捕獲岩として産出する塩基性岩質のもの

(第 37 図) .②縞状角閃岩中に 10em~ 数10em の薄層として挟在する珪質のもの.

④は暗赤褐灰色のザクロ石集合部が縞状角閃岩相を交代した様相を呈し磁性

はないが，比重がきわめて大きい.

第37 図 ザクロ石角閃岩の露頭

第38 図

ザクロ石角閃岩の顕微鏡写真

Gt: ザクロ石， Hb: 角閃石(緑泥石)
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第39図 ペクトライト巨品の産状

鏡卜では④は0.2mm大のザクロ石を主とし， 20~30%の角閃石(大部分が緑泥

石化)のみからなる(第38図).ザクロ石はしばしばlmm大のポーヒロプラストと

して成長している.石英や斜長石などの無色鉱物，磁鉄鉱などの不透明鉱石鉱

物を含まない.②は石英，斜長石，ザクロ石を主にし小量の角閃石を伴う.

1O~20%の磁鉄鉱を含むことがある.ザクロ石は一般に細粒でO.lmm以下，磁鉄

鉱は時に0.5~ lOmmに達することがある.

その他の捕獲岩としてロジン岩，曹長石岩などが産出する.また，蛇紋岩と

上記捕獲岩との接触境界部にはアクチノ閃石岩(最大25cmのアクチノ閃石の単

品集合体)やペクトライト岩(第39図:最大35cmの単品の集合体)がしばしば産

出する.

四火成岩類

図幅内でみられる火成岩類は，岩清水層を構成する火山岩類(岩清水層の項

で記載)を除くと蛇紋岩・卜口ニエム岩・モンチカイ卜などである.

四. 1 蛇紋岩

蛇紋岩は清瀬付近や南横山北麓斜面に小規模な貫入体として認められるほか，

“蓬莱山地塁帯"に沿って広く分布している.一般に開緑暗色塊状を示すが，

勇断帯あるいは断層に沿うものでは葉片状蛇紋岩となっている.

鏡下ではレールゾライト~ハルツパージャイト質の典型的な筒状組織を示す

(第40図).かんらん石・単斜輝石・斜方輝石を交代置換し，アンチゴライト・

クリソチル・パスタイトを主に，ときに少量の方解石が形成されている.不透
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第40図

蛇紋岩(蓬莱山附近)の顕微鏡写真

(クロスニコル)

01:かんらん石， Ant: アンチゴ

ライト， Cr: クロム鉄鉱， Chr:
クリソチル細脈

明鉱物は磁鉄鉱を主に少量のクロム鉄鉱を伴う. しばしばクリソチル細脈(石

綿)が形成されている.葉片状蛇紋岩では簡状組織が失われアンチゴライトの

定向性の強いネマトフラスティック組織を示す.方解石が量的に多い.

四. 2 卜口二工ム岩

布辻川最上流域に分布する.本トロニエム岩は「農屋図幅」内の双川・ペラ

リ山付近に標式的に発達し，同図幅内メナシベツ川上流部に点続するトロニエ

ム岩の南半部を構成する優白貫入岩である.周囲の岩石に対して接触変成作用

を与えていない.一般に乳白色塊状轍密で，細粒でやや斑状質である.

鏡下では細等粒で，やや寡斑品組織を示し(第41図) ,trondjhemite -porphyry

とでもいうべきものである.斑状鉱物は斜長石 (An28 -30) を主に少量の石英・

角閃石(すべてオパサイト化，緑泥石化)・微量の黒雲母(緑泥石化)からなる.

非斑状部は完品質等細粒(O.lmm以下)組織を呈し短問状斜長石・石英，微量の

正長石・角閃石(緑泥石化)・黒雲母(緑泥石化)・不透明鉱石鉱物からなる.

第41 図

卜口ニエム岩(布辻川上流)の顕微鏡

写真(クロスニコル)

PI:斜長石， Kf: 正長石
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VII. 3 モンチ力イ卜

絵笛川流域から元浦川にかけて分布する上部蝦夷層群には，モンチカイ卜の

小貫入岩体が点々と分布する.その分布方向は，上部蝦夷層群の走向方向と同

じく西北西一東南東である.岩体の貫入形態も周囲の層理面に平行的である.

岩脈の幅は一般に数mで、あるが，延長は不明である.この岩脈は，本図幅地域

から東南東への延長方向にある「西舎図幅」地域ではランプ〕口ファイヤーとし

て記載されているが，その岩質から竹内・三本杉(1938) によって記載されたモ

ンチカイト岩に相当する

黒色ガラス質轍密な岩質で，特徴的に黒雲母斑品を多く含む.

鏡下では斑状組織を示し，石基は潜微品質~ハリ基流晶組織を示す(第42図)

斑品は，角閃石>普通輝石>黒雲母>かんらん石>チタン輝石を主要鉱物とし

て含み，稀に斜長石を随伴することがある.角閃石はパーケビク閃石で黄~濃

褐色の多色性が顕著.黒雲母は最大10rnrnの白形板状で， ~.農褐色~淡黄色の多色

性を示している.かんらん石は大半が蛇紋石化している.石基は灰色ガラス・

単斜輝石・チタン輝石・不透明鉱物(主に磁鉄鉱・赤鉄鉱)からなる.次生鉱物

として沸石 (Natrolite) がしばしば形成されている.

久保ほか(1984) は， I西舎図幅 J のこの岩脈中から黒雲母の K -Ar 年代

17.7Ma を報告し前期中新世の貫入としている.

上記の外， I農屋図幅」との境界附近，清瀬のニタラチ川で、小規模なひん岩

脈がみられる.

第42図

モンチカイトの顕微鏡写真

(オープンニコル)

Bi:黒雲母， Hb: 角閃石， Aug:
普通輝石， Ta: チタン輝石
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vm 応用地質

VIII. 1 地下水

地下水取水の対象となる容水地盤は，河川流域および布辻川~三石川間の海

岸域に分布する 3 段の段丘堆積物と，三石川・売舞川・元浦川に分布する現河

床堆積物である.

元浦川流域に分布する沖積層(現河床堆積物)はおもに砂礁からなり，水質の
おぎふ L

良好な地下水帯水層となっている(第 43 図) .河口の荻伏地区で、は深度 20~50m

の井戸で地下水が自噴し， 100~200m3/ 日の地下水採取が可能である.

これに対して，三石川|・売舞川の河口域である三石町東蓬莱や美野和地区で

は，沖積層が粘土・シルトを主体とし泥炭層を挟む細粒堆積物で構成されるた

め，地下水の水質・水量ともに悪く，軟弱地盤でもある.一方，蓬莱山地塁帯

より上流域では両河川流域に分布する沖積層がおもに砂礁で構成されているの

で，三石町本桐・富沢地区では，沖積層が水質・水量ともに良好な帯水層となっ

ている.

50

三石町美野和

60

第43 図 地下水井戸柱状図(小原ほか， 1978)
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VIII. 2 温泉

図幅地域内では亮舞川河口の左岸丘陵に町営の「三石温泉」がある.以前は

亮舞川河口の湿地帯に湧出していたが，湯量の安定確保のため 1975 年頃に深度

数10m のボーリングが実施された.

泉温 12°C の冷鉱泉で，泉質はナトリウム一炭酸水素塩・塩化物泉である.

VIII. 3 地すべり

本地域には数十の地すべり地形が認められる(地すべり学会北海道支部，

1993 年刊行予定) .本地域の地すべり地形の分布を地質分布域の視点で整理す

ると，①日高累層群岩清水層のスピライト質岩部，②新第三紀西川層の塊状泥

岩部，③蓬莱山地塁帯の蛇紋岩部に集中し③白亜系の泥岩部では浦河町井寒

台の地すべりが知られている.

中でも面積の大きいのは日高累層群岩清水層のスピライト質岩部にみられる

地すべり地形で，幅 200~500m 長さ 500~1000m 規模のものが南横山北東斜面

に集中するほか 10 数箇所に分布する.

蓬莱山地塁帯の蛇紋岩部では 蓬莱山付近に幅・延長とも 300m 規模の地す

べり地形が認められる.新第三紀西川層の塊状泥岩部に分布する地すべり地形

は，布辻川上流域に集中する.また，南東部の井寒台には白亜紀の浦河層中に

地すべり指定地が 2 箇所ある.

VIII. 4 石材

三石岩体と総称される各種角閃岩類のうち量的に大半を占める斑れい角閃岩

は， 1970 年代の一時期に建築石材として採石され，札幌の北海道議会の周辺石

垣などに利用されたことがある.現在は廃坑となっている.

VIII. 5 金属・非金属鉱床

本地区では大規模に採掘された金属鉱床の鉱山例はないが，三石川中流域の

岩清水層中の赤鉄鉱(新三石鉱山)，亮舞川右岸支流で日高累層群中に匪胎する

塊状銅鉱床を採掘した記録がある(地質調査所， 1967)

また，非金属では蓬莱山地塁帯の蛇紋岩中の石綿が，小規模に各所(石栄・
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蓬栄宝・東別付近)で昭和10年代に採掘された.

いずれも，正確な生産実績が不明であり現在は廃坑となっている.
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Abstract

乱1itsuishi district ,142ー30'-142ー45'Elongitudeand42ー10'-42ー20'N

latitude , issituatedinthesouthernhalfofcentralHokkaido , andisatthe

southwestfootoftheHidakaMountainswhichformthebackboneof

HokkaidoIsland.Inotherwords , itincludesapartoftheshorelinewhich

stretches120kmalongthePacificOcean.

ThemappeddistrictgeotectonicallybelongstothecentralHokkaido , or

tothesouthernmostpartoftheKamuikotanBelt , whichisatectoniczone

occupyingthewesternmarginoftheaxisofHokkaido.

Inthemountainousregionofthenortheasternhalfofthedistrictis

distributedapartoftheSorachi-YezoBelt , whichiscomposedofMesozoic

groupsrangingfromUpperJurassictoCretaceous.Inthehillregionofthe

southwesternhalftothecentralpartofthedistrict , theNeogenesystems

arewidelydistributed , approximatelyinparallelwiththeshorelineofthe

Hidakacoast.
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TheMesozoicgroupsaredividedintotheIwashimizuFormationofthe

HidakaSupergroup , andtheMiddleandUpperYezoGroupsoftheYezo

Supergroup , inascendingorder.

TheNeogenesystemsarecomposedofMioceneandPlioceneformations.

ThePilriumsedimentsincludeterracedepositsalongmajorriverandinthe

coastalregions , andtheHolocenedepositsdistributedalongthemajorrivers.

Theschematicstratigraphicalsequencesofthemappeddistrictaresummarized

inTable1.
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MesozoicGroups

HidakaSupergroup

TheHidakaSupergroupiscomposedofgreenstone , suchastuffs ,

spilitic breccias , pillowlavasandmassive spilites , whicharepartly

accompaniedbyslatesOutaceousschists)andcherts. IntheSupergroupare

alsoobservedblueschistandgreenschist(semischist)whichincludeglaucophane ,

crossiteandriebeckite , etc.

TheSupergrouphasnofossilsrecordsinthisdistrict;however , itis

reportedthatthegroupintheotherdistricthasyieldedfossilsofLate

JurassictoEarlyCretaceous.

YezoSupergroup

TheMiddleYezoGroupisdividedintotheUtafueandEfueFormations

inascendingorder.TheUtafueFormationiscomposedofsandstonesinthe

lowerpart , mudstonesintercalatingacidictuffs , alternationofsandstone

andmudstoneinthemiddlepart , andclaystonesintheupperpart.TheEfue

Formationconsistsofcoarse-graineddepositsincomparisonwithother

depositsofthegroup; theEfueFormationincludessandstoneand

conglomerateinthelowerpart , claystoneandalternationofsandstoneand

mudstoneinthemiddleandupperpart.Molluscanfossilsarefoundsparsely

intheGroup , suggestingAlbiantoTuronianage.

TheUpperYezoGroupisdividedintotheUrakawaandChinomigαwa

Formationsinascendingorder.ThisGroupisgenerallycomposedoffineｭ

graineddepositsofclaystoneandsiltstoneinsize.TheUrakawaFormation

consistsmainlyofclaystoneassociatedwithconglomerates , and

alternationsofsandstoneandmudstoneinsomeparts.TheChinomigawa

Formationiscomposedmainlyofsiltstonewithsandstonepartings.Molluscan

fossilsareabundantlyfoundinthisformation , indicatingConiacianto

Campanianage.
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NeogeneSystems

TheMioceneseriesaredividedintotheNishikawa , theAzamisawa , and

theShizunaiFormationsinascendingorder.Theyareconformabletoeach

other , andareoverlainbytheShunbetsuFormationofPliocene.

TheNishikawaFormationconsistsofconglomeratesandsandstonesinthe

basalpart , andmassivemudstoneinthemainpart.Thisformationoccurrs

infaultcontactwiththeHidakaSupergroupcomposedoftheIwashimizu

FormationandtheYezoSupergroup.Inthenorthernpartofthemapped

district , theNishikawaFormationconsistingofconglomeratesand

sandstonescoverstheIwashimizuFormation , unconformably.

TheAzamisawaFormationismostlyturbiditefaciescomposedofalternation

ofsandstoneandmudstone , associatedwithconglomerates.Inthenorthern

partofHoraisanHorstBelt , theformationrepresentsfine-grainedfacies

withsparselydistributedconglomerates.

TheShizunaiFormationissubdividedintoahardshalememberinthe

upperandtuffaceousmassivesiltstonememberinthelower.Theupperhard

shalememberislimitedtothenorthernpartofthehorst.

ShellfossilsarefrequentlyfoundinthebasalpartoftheNishikawa

Formation , anddiatomfossilsfromeachMioceneformationindicatelate

EarlytoLateMioceneage.

TheShunbetsuFormationdistributedinthenorthernsideoftheMitsuishi

Faultiscoarse-grainedfaciesmainlyconsistingofconglomerates.Itis

reportedthatthisformationyieldedFortptctentakah αsii thatindicates

Plioceneage.
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Quaternary

ThreeTerraceDepositsaredistributedalongtheMitsuishiRiver , the

KerimaigawaRiver , theMotourakawaRiverandtheshoreline. Each

TerraceDepositiscomposedmainlyofgravelwithsandinterbeddedwith

thinclaylayers.

TheAlluviumisrepresentedbyrecentriver-beddepositsalongtherivers ,

andsanddunedepositsalongthecoastlines.

MetamorphicRocks

ApartoftheMitsuishiBodylocatedintheHoraisanHoraisanHorst

Belt , comprisesbandedamphiboliteandgarnetamphibolite , whichwereforｭ

medbyhighpressuremetamorphism.TheK-Arageofmuscovitewas120

Maor109Ma

IgneousRock

Smallbodiesofserpentiniteintrusiverocksareinplacesdistributedin

theIwashimizuFormation.TheHoraisanHorstBeltismostlycomposedof

serpentinite.Trondhjemitebodies5kmlongand1kmwideintrudedinto

theIwashimizuFormationalongtheuppermoststreamoftheBushigawa

River.IntrusivebodiesofmontiquiteintotheUpperYezoGroupofCretaceous

arealsorecognized.

GeologicStructure

AlthoughthegeologicstructureoftheHidakaSupergroupisobscure ,

thereisatendencyforupperformationstoappeartowardthesouthwest.

TheCretaceoussystemshowsastrikeofNE-SWtoWNW-ESE , and
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dipNEorSW. Manyfaultsaretrendinginsuchstriking. While , there

existseveraltransversefaultssuchastheMotourakawaFaultandthe

Hidaka-Horobetsu Fault.TheCretaceoussystemisdividedintothree

blocksbythesefaults;theUtafue , UrakawaandSamaniBlocks.Although

sameformationappearsrepeatedlycausedbymultiplefaultsandfoldings ,

the lowerformationsarealignedatthenortheastside , andtheupper

formationsatthesouthwestside , showingzonalarrangementonthewhole.

ThegeologicstructureofthehillyregionoccupiedbytheNeogene

systemischaracterizedbytheexistenceoftheHoraisanHorstBelt.The

MitsuishiFaultformingthesouthernmarginofthebelt , showsaNW-SE

trending , andextendstotheShizunaidistrictinthenorthwest.Thefault

dipsanangleof75to85ーS.

TheHoueiAnticlineissituatedtothenorthoftheHoraisanHorstBelt ,

andhasatrendofNW-SE.Itispresumedthatlongitudinalfaultsexist

alongtheaxisoftheanticline.TheAzamisawaFormationiswidelydistributed

inthenorthernwing , while , theShizunaiFormationastheupperformation,

isdistributedinthesouthernwing.

TothesouthoftheMitsuishiFaultissituatedtheOtoeSyncline , whose

axisshowsaNW-SEtrending.Thesynclinedisplaysanasymmetric

structure;theformationonthesouthwingdipsatanangleofabout400 N ,

whilethatonthenorthwingdipsatanangleof50-600S.Alongtheaxisof

theOtoeSyncline , isexposedthehardshalememberoftheShizunai

Formation ,andtothesouthandnorthsideofthesyclineisdistributedthe

AzamisawaFormation.

AppliedGeology

ThequalityandquantityofundergroundwaterfromtheAlluviumis

poorinHigashihoraiareaandMinowaareaofMitsuishiTown , whichare

situatedtothesouthoftheMitsuishiFaultandinthemouthofthe
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MitsuishigawaRiverandtheKerimaigawaRiver , respectively.Because ,

theAlluviumconsistsoffine-graineddeposits , suchasclayandsilt ,

interbeddedwithpeatseams.Ontheotherhand , tothenorthoftheMitsuishi

Fault , thequalityandquantityofwaterfromalluvialaquifersisgood ,

sincethealluvialdepositsdistributedalongtheupperstreamofthetwo

rivers , arecomposedofgravelandsandtothenorthoftheHoraisanHorst

Belt.

Landslideareasarerecognizedintheserpentinitezonesofthe

IwashimizuFormationinthenorthofthemappeddistrict.Designated

landslidesaresituatedintheCretaceousformationsalongthesoutheastern

coast , andalongtheedgesoftheHoraisanHorstBelt.

GabbroamphiboliteoccupyingintheHoraisanHorstBeltwasquarried

forbuildingstoneforatimeinthe1970's.

Therearenometallicoredepositsworkedonalargescaleinthemapped

district , butitisrecordedthatmassivedepositsofcopperembeddedinthe

HedakaSupergroupalongtherighttributaryoftheKerimaigawaRiverand

hematiteembeddedintheIwashimizuFormationalongthemiddlestreamof

theMitsuishigawaRiver(ShinMitsuishiMine)wereworked.

Itisrecordedthatasbestosmineswereworkedfromtheserpentinite

rocksintheHoraisanHorstBeltatseveralsitesonasmallscale , butallof

themineshavebeenclosed.

- 73



5 万分の l 地質図幅説明書

(三石)

平成 4 年12月 25 日(1992) 発行

北海道立地下資源調査所
事060 札幌市北区北19条西12丁目

TEL(01l)747-221H¥)

印刷所株式会社札幌力一トグラフィック
札幌市中央区北 4 条東 2 丁目 1 番地

(佐川ビル)
TEL (011)271-3418ｫ¥)



EXPLANATORYTEXT

ofthe

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

SCALE1:50 ,000

MITSUISHI
(KUSHIRO-65)

BY

NobuhikoWADA, KohjiTAKAHASHI, JunWATANABE

&

YasumitsuKANlE

GEOLOGICALSURVEYOFHOKKAIDO

FUKUIDSHIHAYAKAWA, DIRECIDR

Kita19Nishi12Kitaku , Sapporo060, JAPAN

1992


